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　「
載
仁
親
王
日
記
」
大
正
十
年
後
半
に
つ
い
て

今
回
は
、
本
紀
要
第
六
十
五
号
に
翻
刻
し
た
「
載
仁
親
王
日
記
」
の
大
正
十
年
前
半
に

続
き
、
同
年
の
後
半
、
す
な
わ
ち
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
を
翻
刻
し
た
。「
載
仁
親
王
日

記
」
発
見
の
経
緯
、
載
仁
親
王
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
回
紹
介
し
た
の
で
、

以
下
で
は
今
回
翻
刻
分
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
月
三
日
、
皇
太
子
裕
仁
親
王
（
昭
和
天
皇
）
の
海
外
御
巡
遊
に
随
伴
し
て
横
浜
を
出

航
し
た
親
王
は
、
皇
太
子
と
共
に
英
国
訪
問
を
終
え
て
五
月
末
に
フ
ラ
ン
ス
に
入
り
、
つ

い
で
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
て
再
び
フ
ラ
ン
ス
に
戻
り
、
視
察
を
続
け
て
い
た
。

七
月
に
入
っ
て
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
滞
在
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
な
っ
て
い
た
が
、

ラ
ン
ス
付
近
の
戦
跡
を
視
察
し
、
ま
た
親
王
が
か
つ
て
学
ん
だ
サ
ン
シ
ー
ル
陸
軍
士
官
学

校
、
ソ
ミ
ュ
ー
ル
騎
兵
学
校
を
訪
問
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
ラ
ル
ノ
ー
ド
教
授
よ
り
フ
ラ

ン
ス
の
政
治
組
織
に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
く
な
ど
、
多
忙
な
日
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
間
、

フ
ラ
ン
ス
と
の
別
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
、
旧
知
と
の
面
会
も
頻
繁
で
あ
っ
た
。

皇
太
子
と
親
王
は
、
七
月
七
日
パ
リ
を
出
発
、
九
日
ツ
ー
ロ
ン
港
を
出
航
し
て
イ
タ
リ

ア
に
向
か
い
、
十
一
日
ナ
ポ
リ
に
到
着
、
翌
日
ロ
ー
マ
に
入
っ
た
。
ロ
ー
マ
に
お
い
て
も

駅
に
て
国
王
に
出
迎
え
ら
れ
、
英
国
や
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
に
劣
ら
な
い
民
衆
の
熱
烈

な
歓
迎
を
う
け
、
王
宮
に
宿
泊
し
た
。
ロ
ー
マ
で
は
主
と
し
て
史
蹟
、
美
術
館
な
ど
を
見

学
、
十
五
日
に
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
法
王
庁
を
訪
問
し
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

十
五
世
と
会
見
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
最
後
に
ポ
ン
ペ
イ
を
見
学
し
た
後
、
十
八
日
に
ナ

ポ
リ
を
出
港
し
、
帰
航
の
途
に
つ
い
た
。

帰
路
の
コ
ー
ス
は
往
路
と
ほ
ぼ
同
じ
イ
ン
ド
洋
経
由
で
あ
っ
た
が
、
皇
太
子
や
親
王
が

上
陸
し
た
の
は
、
往
路
で
は
立
ち
寄
ら
な
か
っ
た
ア
デ
ン
と
カ
ム
ラ
ン
湾
の
み
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
殷
賑
の
地
と
は
言
い
が
た
い
。
一
方
で
、
コ
ロ
ン
ボ
に
お
け
る
注
意
人
物
の
情

報
を
得
て
（
八
月
七
日
）、
総
督
と
の
儀
礼
交
換
を
断
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
同
九
日
）、

依
然
と
し
て
朝
鮮
人
の
危
険
を
意
識
し
、
寄
港
地
で
の
上
陸
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
危
険

が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
所
の
み
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
皇
太
子
外
遊
の

目
的
を
達
し
た
以
上
、
も
は
や
儀
礼
交
際
よ
り
も
、
無
事
に
帰
国
す
る
こ
と
を
最
優
先
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
間
、
大
阪
商
船
シ
ャ
ム
丸
遭
難
の
無
線
に
接
し
、
鹿
島
が

救
助
に
向
か
っ
た
り
、
モ
ン
ス
ー
ン
に
遭
遇
し
て
鹿
島
の
水
兵
一
名
が
波
に
さ
ら
わ
れ
行

方
不
明
と
な
る
な
ど
の
事
件
に
も
遭
遇
し
た
。

一
方
日
本
で
は
、
外
遊
中
の
報
道
に
よ
り
皇
太
子
の
人
気
が
高
ま
り
、
帰
朝
の
歓
迎
を

大
々
的
に
行
う
準
備
が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
八
月
七
日
に
は
、
海
軍
省
よ
り
横

資　

料　

紹　

介
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浜
到
着
を
九
月
三
日
と
し
た
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

艦
隊
が
日
本
に
近
づ
く
と
、
電
信
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
国
内
外
の

ニ
ュ
ー
ス
を
日
記
に
多
く
認
め
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を
確
認
し
て
、

旅
行
気
分
を
切
り
替
え
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

九
月
三
日
の
皇
太
子
帰
朝
は
、
官
民
挙
っ
て
の
大
歓
迎
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
皇
太

子
の
随
伴
役
で
あ
っ
た
載
仁
親
王
も
ま
た
そ
の
歓
迎
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
帰
国
後
し
ば

ら
く
は
、
皇
太
子
帰
朝
歓
迎
の
諸
行
事
に
親
王
も
頻
繁
に
列
席
し
、
親
王
個
人
の
歓
迎
行

事
も
含
め
て
慌
た
だ
し
い
様
子
が
窺
え
る
。
皇
太
子
外
遊
は
大
成
功
と
さ
れ
、
親
王
に
は

九
月
二
十
四
日
に
そ
れ
を
嘉
賞
す
る
勅
語
と
と
も
に
菊
花
章
頸
飾
を
授
け
ら
れ
、
他
に
御

紋
散
料
紙
文
庫
硯
箱
と
金
五
万
円
を
拝
領
し
た
。

ま
た
、
親
王
に
と
っ
て
は
、
外
遊
時
の
皇
太
子
の
様
子
を
報
告
す
る
こ
と
が
、
帰
朝
後

の
責
務
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
親
王
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
伝
え
た
か
は
判
ら
な
い
が
、

首
相
の
原
敬
、
宮
内
大
臣
の
牧
野
伸
顕
は
じ
め
、
元
老
の
山
県
有
朋
・
松
方
正
義
・
西
園

寺
公
望
、
東
宮
大
夫
浜
尾
新
、
皇
族
筆
頭
の
伏
見
宮
貞
愛
親
王
な
ど
と
面
会
し
て
報
告
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
九
月
二
十
七
日
に
は
皇
后
に
拝
謁
し
、
一
時
間
半
に
わ
た

り
言
上
し
て
い
る
。

当
時
、
皇
太
子
の
摂
政
就
任
の
た
め
の
準
備
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
御
渡
欧
中

の
模
様
の
報
告
は
、
そ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
無
く
、
親
王
も
そ
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を

も
早
い
段
階
で
耳
に
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
日
記
の
中
で
は
、
機
密
に
属
す
る
た
め
か
直

接
そ
れ
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
記
事
は
直
前
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
九
月
二
十

八
日
と
十
月
二
十
二
日
に
、
宮
内
大
臣
よ
り
天
皇
の
「
御
容
体
書
」
に
関
す
る
話
が
あ
っ

た
こ
と
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
十
一
月
二
十
一
日
以
降
に
な
っ
て
、
摂
政
設
置
に
関

す
る
皇
族
の
会
合
、
皇
族
会
議
の
準
備
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、「
摂
政
」
の
文
字
が
最
初
に
記
さ
れ
る
の
は
、
摂
政
設
置
前
日
の
十
一
月
二
十
四
日

で
、「
午
前
十
時
過
き
参
内
。
伏
見
宮
と
共
に
陛
下
に
拝
謁
し
て
、
皇
太
子
の
摂
政
に
付

き
奏
問
せ
り
」
と
記
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
憲
法
、
皇
室
典
範
に
摂
政
設
置
に
関
す
る
条
文
は
あ
る
も
の
の
、
具
体
的

な
手
続
き
に
つ
い
て
は
定
ま
っ
た
規
定
は
な
か
っ
た
。
皇
室
典
範
で
は
「
天
皇
久
キ
ニ
亙

ル
ノ
故
障
ニ
由
リ
大
政
ヲ
親
ラ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
皇
族
会
議
及
枢
密
顧
問
ノ
議

ヲ
経
テ
摂
政
ヲ
置
ク
」（
第
十
九
条
第
二
項
）
と
規
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
実
際
に
そ

の
と
き
大
正
天
皇
に
、
自
ら
判
断
し
て
裁
可
す
る
能
力
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い

が
、
形
式
的
に
せ
よ
、
ま
た
法
的
に
必
要
な
手
続
き
で
は
な
い
に
せ
よ
、
摂
政
設
置
の
前

日
に
皇
族
の
代
表
た
る
貞
愛
親
王
と
載
仁
親
王
が
、
天
皇
に
拝
謁
し
て
摂
政
設
置
に
関
す

る
奏
上
を
し
た
こ
と
は
、
こ
の
日
記
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
昭
和
天
皇

実
録
」
に
も
こ
の
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
九
月
三
日
の
帰
朝
以
降
は
、
親
王
の
生
活
が
皇
族
軍
人
と
し
て
の
日
常
に
次
第

に
戻
っ
て
い
く
様
子
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
家
族
関
係
と
し
て
は
、
士
官
候
補
生
と
な

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
嗣
子
春
仁
王
の
兵
科
の
選
択
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
親
王
の

洋
行
中
、
春
仁
王
の
輔
導
監
督
役
を
つ
と
め
て
い
た
松
川
敏
胤
と
の
相
談
に
て
、
載
仁
親

王
と
同
じ
騎
兵
に
進
む
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
日
記
の
十
二
月
三
十
一
日
の
最
後
に
は
、
親

王
は
「
本
年
も
無
事
に
終
る
」
と
大
書
し
た
。

載
仁
親
王
は
、
な
ぜ
か
こ
の
日
記
を
綴
っ
た
博
文
館
大
正
十
年
当
用
日
記
帳
の
補
遺
欄
、

住
所
人
名
録
欄
を
利
用
し
て
、
大
正
九
年
一
年
分
の
日
記
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の

年
の
親
王
の
日
記
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
存
在
す
る
の
か
し
な
い
の
か
も
判
っ
て
い
な

い
。
皇
族
と
し
て
、
軍
人
と
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
人
物
で
あ
る
だ
け
に
、
も
し
こ

れ
以
外
の
日
記
も
現
存
す
る
な
ら
、
発
見
さ
れ
、
公
に
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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最
後
に
、
前
回
及
び
今
回
の
『
載
仁
親
王
日
記
』
の
翻
刻
に
当
た
り
、
利
用
と
掲
載
を

ご
許
可
い
た
だ
い
た
原
本
所
有
者
の
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
同
窓
会
及
び
関
係
者

の
方
々
へ
、
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

「
載
仁
親
王
日
記
」
大
正
十
年
七
月
〜
十
二
月

【
凡
例
】

一
、
こ
の
史
料
は
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
同
窓
会
が
所
蔵
す
る
閑
院
宮
載
仁

親
王
の
日
記
の
う
ち
、
博
文
館
の
当
用
日
記
に
記
さ
れ
た
大
正
十
年
七
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
挿
入
し
た
写
真
は
同
じ
く
同
会
所
蔵
の
閑
院
純
仁
（
春
仁
王
）
旧
蔵
ア
ル
バ
ム

所
収
の
も
の
で
あ
る
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
た
。

一
、
原
文
の
仮
名
は
片
仮
名
で
あ
る
が
、
外
国
人
名
・
地
名
等
が
頻
出
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
を
除
き
一
般
の
仮
名
は
平
仮
名
に
変
え
た
。

一
、
句
読
点
・
並
列
点
は
適
宜
補
っ
た
。

一
、
日
記
帳
の
「
予
記
」
欄
な
ど
に
記
さ
れ
た
情
報
は
、
日
付
・
曜
日
の
下
に
記
し

た
。

一
、
註
は
、
傍
注
と
各
日
毎
の
註
を
併
用
し
た
。
傍
注
は
（　
　
　
　

）
に
て
表
記

し
た
。
日
毎
の
註
は
＊
に
番
号
を
振
っ
た
。
そ
の
他
本
文
中
内
の
註
記
は﹇　
　

﹈

と
し
た
。

一
、
前
半
の
紹
介
に
際
し
て
解
説
、
あ
る
い
は
註
を
施
し
た
人
物
・
事
項
に
関
し
て

は
註
記
を
省
略
し
た
箇
所
も
あ
る
。

一
、
外
国
人
名
・
地
名
な
ど
現
在
の
一
般
的
な
発
音
表
記
と
大
き
く
異
な
る
場
合
は
、

註
記
し
た
。

一
、
親
王
が
誤
っ
て
覚
え
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
漢
字
は
、
正
し
い
漢
字
に
置
き

換
え
た
。 （
例
「
香
島
」
↓
「
鹿
島
」
な
ど
）

一
、
右
の
ほ
か
、
文
中
の
名
辞
・
表
現
・
評
価
な
ど
に
お
い
て
は
不
適
切
な
表
現
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
歴
史
資
料
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
す
べ
て
原
文
の
ま

ま
で
と
し
た
。

七
月
一
日　

金
曜　
晴　

巴
里
滞
在　

サ
ン
シ
ー
ル
兵
学
校
、
ラ
・
ブ
ー
ル
ジ
ュ
飛
行
場

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
八
時
よ
り
自
動
車
に
て
皇
太
子
と
共
に
サ＊
ン
シ
ー
ル
兵
学
校
に
行
き
、
歩
兵
、
騎
兵

の
諸
運
動
。
歩
兵
で
は
一
分
隊
の
編
成
、
其
中
に
機
関
銃
、
手
ナ
ゲ
弾
手
、
其
他
色
々
あ

る
。
校
内
諸
室
を
見
る
。
前
年
余
の
在
り
し
と
き
と
同
し
く
、
寝
室
に
各
人
に
隔
へ
だ
てて
を
入

れ
し
の
み
に
て
大
な
る
変
化
な
し
。
学
校
長
は
タ
ナ
ン
少
将
な
り
。

午
后
は
巴
里
北
東
の
ラ
ブ
ー
ル
ジ
ュ
に
行
、
民
間
飛
行
場
に
行
く
。
其
時
英
国
倫
敦
よ
り

到
着
せ
し
一
飛
行
機
あ
り
。
乗
客
は
十
二
、
三
名
あ
り
。
男
女
交
り
あ
り
。
又
日
本
の
買

ひ
た
る
大（マ
マ
）方
飛
行
機
を
見
る
。
巴
、
倫
間
の
飛
行
機
と
同
し
形
、
大
さ
な
り
。
客
坐
の
代

り
に
爆
弾
用
機
械
を
装
置
す
。
次
に
陸
軍
第
三
十
四
聯
隊
飛
行
機
隊
を
見
る
。
偵
察
、
戦

闘
、
攻
撃
等
に
分
れ
各
飛
行
し
て
見
せ
た
り
。

＊
サ
ン
・
シ
ー
ル
陸
軍
士
官
学
校
。
か
つ
て
載
仁
親
王
が
在
籍
し
た

七
月
二
日　

土
曜　
晴　

巴
里　

滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。
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ロ
ー
ラ
ン
、
リ
シ
ャ
ー
ル
洋
服
屋
に
行
く
。

零
時
三
十
分
に
グ
ラ
ン
メ
ー
ゾ
ン
氏
の
午
餐
に
行
く
、
同
氏
は
サ
ン
シ
ー
ル
の
同
期
生
に

し
て
、
十
九
名
の
人
員
中
余
と
共
に
九
名
の
同
期
生
を
集
め
て
の
食
事
。
午
后
四
時
よ
り

ラ＊
ル
ノ
ー
ド
博
士
の
講
話
を
聞
く
。La constitution fransoise.

前
年
ソ
ー
ミ
ュ
ル
学
校
に
余
と
共
に
あ
り
し
軍
医
ド
ク
ト
ル
、
ラ
ブ
ネ
ス
氏
来
り
、
面
会
。

D
octeur Ravenes

＊Ferdinand Larnaude 

パ
リ
大
学
法
学
部
長
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
組
織
に
つ
き
皇
太
子
に
講
義

七
月
三
日　

日
曜　
晴　

巴
里
滞
在　

レ
ン
ス
附
近
戦
場
実
視

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
で
き
ず
。
七
時
過
き
に
食
す
。

午
前
七
時
五
十
分
ガ＊１
ー
ル
・
ド
・
レ
ス
ト
よ
り
皇
太
子
と
共
に
出
発
、
フ（フ
ラ
ン
シ
ェ
・
デ

ラ
ン
シ
ー
・
デ

ペスペ
レ
ー
）

レ
ー
元
帥
同
行
す
。
レ＊２
ン
ス
附
近
よ
り
其
北
方
地
方
の
戦
場
を
実
視
す
。
レ
ン
ス
に
て

は
シ＊３
ャ
ン
パ
ン
酒
庫
に
入
り
、
見
物
す
。
三
十
メ
ー
ト
ル
の
深
に
て
千
三
百
万
の
シ
ャ
ン

パ
ン
あ
る
と
云
ふ
。

＊
１Gare de l'Est 

パ
リ
東
駅　

＊
２
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
都
市
ラ
ン
ス　

＊
３
ポ
ム
リ
ー
醸
造
所
の

地
下
酒
庫

七
月
四
日　

月
曜　
晴　

巴
里
滞
在　

ソ
ー
ミ
ュ
ー
ル
騎
兵
学
校
行

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食

午
前
八
時
五
十
五
分
ガ＊
ー
ル
・
ド
・
ケ
ー
ド
ル
セ
イ
駅
よ
り
乗
車
に
て
ソ
ー
ミ
ュ
ー
ル
騎

兵
学
校
へ
皇
太
子
と
行
く
。
午
后
一
時
二
十
二
分
着
。
直
に
校
内
に
行
き
生
徒
並
に
教
官

の
馬
術
、
タ
ン
ク
、
厩
。
夫
れ
よ
り
、
ベ
ー
リ
競
馬
場
に
行
き
、
生
徒
並
に
校
附
下
士
の

馬
術
演
習
を
見
る
。
校
長
官
邸
に
帰
り
茶
を
の
み
、
午
后
六
時
二
十
七
分
発
に
て
巴
里
に

帰
る
。
十
時
五
十
五
分
な
り
。

＊Gare du Q
uai d'O

rsay 

オ
ル
セ
ー
河
岸
駅

七
月
五
日　

火
曜　
晴　

巴
里
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
八
時
半
よ
り
久＊１
村
砲
兵
少
佐
の
講
話
（
独
国
の
景
況
）
を
聞
く
。
珍
田
伯
来
る
。
午

后
四
時
過
き
よ
り
下＊２
水
工
事
を
見
る
。
午
后
八
時
大
使
館
に
於
て
皇
太
子
の
仏
人
ガ
リ
御

招
に
列
す
。

＊
１
久
村
種
樹
（
陸
軍
科
学
研
究
所
員
）　

＊
２
パ
リ
の
下
水
道

七
月
六
日　

水
曜　
晴　

巴
里
滞
在　

東
京
へ
手
紙
第
十
四
報

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

散
髪
。

午
后
三
時
三
十
分
に
大
統
領
に
面
会
し
て
出
発
に
付
き
、
暇
乞
に
行
く
。
八
時
大
使
館
に

て
日
本
人
の
み
の
食
事
。
皇
太
子
の
催
な
り
。

七
月
七
日　

木
曜　
小
雨
（
巴
里
）　

巴
里
午
前
八
時
五
十
五
分
出
発　

ツ
ー
ロ
ン
着
午
后
十
時

午
前
五
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
八
時
五
十
五
分
ガ＊
ー
ル
・
ド
・
リ
ヨ
ン
駅
出
発
に
て
ツ
ー
ロ
ン
に
行
く
。
本
日
を
以

て
巴
里
を
出
発
す
。
其
時
よ
り
小
雨
始
ま
る
。
但
し
南
方
に
行
に
つ
れ
、
雨
止
み
た
り
。

「
リ
ヨ
ン
」
に
て
は
晴
、
暑
し
。
当
地
に
て
同
期
生
の
ブ
レ
ガ
ー
ル
中
将
騎
兵
師
団
長
、

カ
ラ
ー
大
佐
に
面
会
す
。
テ
ィ
ー
ヨ
ン
少
将
も
リ
ヨ
ン
に
在
る
も
本
日
は
駅
に
来
ら
ず
。

午
后
十
時
ツ
ー
ロ
ン
軍
港
工
廠
内
に
下
車
し
、
直
に
小
汽
械
（
艇
）に
て
軍
艦
香
取
に
乗
る
。

＊Gare de Lyon 

パ
リ
・
リ
ヨ
ン
駅

七
月
八
日　

金
曜　
曇　

一
時
雷
鳴
あ
り
、
雨
降
る
。
ツ
ー
ロ
ン
滞
在　

軍
艦
に
あ
り
。
附
近
自
動
車
に
て
終
日
散
歩

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
八
時
よ
り
艦
を
出
で
上
陸
、
工
廠
内
自
動
車
に
て
鎮
守
府
司
令
長
官
並
に
ス
ー
・
プ

レ
へ
―
と
共
に
運
動
に
行
く
。
午
餐
は
あ

1

（
ア
キ
マ
マ
）＊

あ
あ
あ
と
申
と
こ
ろ
に
て
為
し
、
終
日
約
二
百
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キ
ロ
―
海
岸
は
眺
望
よ
く
、
山
に
は
松
多
く
稍
内
地
の
地
形
の
如
き
あ
り
さ
ま
な
り
。
帰

途
仏
国
の
分
配
を
う
け
た
る
独
の
チ＊２
ェ
ッ
ペ
リ
ン
を
見
る
。
構
造
甚
だ
巧
な
る
者
な
り
。

午
后
八
時
艦
内
に
て
皇
太
子
の
晩
餐
会
に
列
す
。

＊
１
ボ
ー
ヴ
ァ
ロ
ン
の
ゴ
ル
フ
・
オ
テ
ル　

＊
２
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛
行
船

七
月
九
日　

土
曜　
晴　

ツ
ー
ロ
ン
出
港　

正
午
伊
国
に
向
ふ

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
十
時
半
鎮
守
府
司
令
長
官
以
下
、
石
井
大
使
等
来
り
、
別
れ
を
申
す
。
接
伴
員
も
来

り
た
り
。

正
午
ツ
ー
ロ
ン
港
出
発
す
。
海
上
稍
平
穏
に
し
て
稍
風
あ
り
。
涼
し
き
を
感
じ
た
り
。
大

使
以
下
軍
港
出
口
に
て
送
る
。
仏
国
駆
逐
艦
四
艘
約
二
時
間
同
行
し
、
其
后
礼
砲
を
打
ち

帰
る
。

七
月
十
日　

日
曜　
曇
稍
晴　

航
海

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

海
上
平
穏
。
午
前
七
時
過
き
、
コ（コ
ル
シ
カ
）

ル
ス
と
サ
ル
デ
ニ
ヤ
の
間
を
通
過
。
其
他
異
状
な
し
。

七
月
十
一
日　

月
曜　
曇　

午
前
八
時
半　

ナ
ー
プ
ル
港
着

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
六
時
半
過
き
よ
り
伊
国
駆
逐
艦
二
艘
両
舷
に
来
り
、
同
行
す
。
七
時
半
頃
水
上
飛
行

機
三
機
来
る
。
八
時
半
よ
り
ナ（ナ
ポ
リ
）

ー
プ
ル
港
に
入
る
。
伊
国
軍
艦
の
傍
に
碇
泊
す
。
落
合
大

使
以
下
来
る
。
ア＊１
オ
ス
皇
族
の
子　＊
２　（
ア
キ
マ
マ
）

　
　
　

来
る
。
軍
港
鎮
守
府
司
令
長
官
以
下

数
名
来
る
。
午
餐
后
伊
国
駆
逐
艦
に
て
カ（カ
プ
リ
）

プ
レ
ー
島
に
行
き
穴＊３
に
入
る
。
太
陽
の
光
線
の

為
め
甚
た
き
れ
い
な
り
。

接
伴
員
﹇
以
下
欠
﹈

＊
１
ア
オ
ス
タ
公
（
第
二
代
）。
国
王
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
の
従
弟　

＊
２
ア
オ
ス
タ

公
の
二
男
ス
ポ
レ
ー
ト
公
。
後
の
第
四
代
ア
オ
ス
タ
公　

＊
３Grotta A

zzurra

（
青
の
洞
窟
）

七
月
十
二
日　

火
曜　
晴　

暑
し　

ナ
ー
プ
ル
出
発　

ロ
ー
マ
着　

滞
在

午
前
四
時
起
床
、
五
時
朝
食
。

午
前
六
時
十
分
香
取
出
発
。
同
六
時
二
十
分
軍
港
内
に
て
汽
車
に
乗
り
直
に
出
発
、
ロ
ー

マ
に
向
ふ
。
七
時
二
十
分
ナ
ー
プ
ル
駅
出
発
、
汽
車
の
沿
道
は
耕
作
地
又
は
牧
場
な
り
。

二
、
三
の
駅
に
停
車
し
て
午
前
十
一
時
二
十
分
ロ
ー
マ
着
、
国
王
陛
下
同
駅
に
あ
り
て
皇

太
子
を
迎
へ
ら
る
。
皇
太
子
は
陛
下
と
同
列
馬
車
に
て
王
宮
に
到
着
。

余
は
ア
ヲ
ス
ト
皇
族
と
同
車
。
宮
内
大
臣
も
同
車
す
。
市
中
は
駅
よ
り
王
宮
迄
両
側
共
に

軍
隊
に
て
警
戒
、
堵
列
す
。
其
后
に
国
民
群
集
し
て
歓
迎
す
。
途
中
に
て
市
長
歓
迎
を
申

上
く
。

宮
廷
に
到
着
后
、
非
公
式
午
餐
。
正
装
の
ま
ゝ
。
約
四
十
人
。
午
后
四
時
半
よ
り
パ
ン
テ

ヲ
ン
、
先
帝
の
墓
、
市
中
見
物
、
動
物
園
等
な
り
。
午
后
八
時
半
公
式
大
宴
会
約
八
十
人
。

陛
下
よ
り
鋼
の
置
物
を
拝
領
す
。

七
月
十
三
日　

水
曜　
晴　

暑
し　

ロ
ー
マ
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
九
時
半
よ
り
陛
下
と
共
に
皇
太
子
、
余
は
ロ
ー
マ
附
近
軍
隊
の
カ＊１
ル
ー
ゼ
ル
を
見
る
。

各
兵
種
の
運
動
等
あ
り
た
り
。
十
一
時
過
き
帰
る
。
正
午
陛
下
以
下
と
非
公
式
午
餐
あ
り
。

午
后
は
三
ヶ
所
に
行
き
各
タ＊２
ブ
ロ
ー
等
を
見
る
。
晩
餐
は
大
使
館
に
て
皇
太
子
催
に
て
、

陛
下
も
御
出
席
あ
り
。
其
后
大
使
の
催
の
夜
会
あ
り
。
十
一
時
過
き
帰
る
。

＊
１Carrousel

（
仏
）
軍
隊
の
パ
レ
ー
ド
場
の
意　

ウ
ン
ベ
ル
ト
公
園
の
シ
エ
ナ
広
場
と
す
る
記
録
あ
り　

＊
2tableau

（
仏
）
絵
画

七
月
十
四
日　

木
曜　
晴　

暑
し　

ロ
ー
マ
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。
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午
前
八
時
半
よ
り
、C

＊
１olosseo　

M

＊
２onte Palatino　

カ＊
３

タ
コ
ン
フ
等
を
見
物
す
。
甚
た

暑
し
。
正
午
陛
下
以
下
と
午
餐
あ
り
。
午
后
五
時
市
長
の
歓
迎
会
。
八
時
宮
殿
。
陛
下
と

食
事
。
食
后
宮
殿
を
拝
見
す
。
甚
た
美
な
り
。

陛
下
並
に
ア
オ
ス
ト
親
王
の
写
真
を
貰
ふ
。
余
の
写
真
を
希
望
せ
ら
る
。

＊
１
コ
ロ
ッ
セ
オ
（
円
形
闘
技
場
）　

＊
２
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
丘　

＊
３
カ
タ
コ
ン
ベ
（
地
下
墓
所
）

七
月
十
五
日　

金
曜　
晴　

暑　

ロ
ー
マ
滞
在

六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

午
前
九
時
半
よ
り
ク＊１
ー
ヴ
ア
ン
二
ヶ
所
を
見
る
。
宮
殿
午
餐
。
午
后
三
時
よ
り
正
装
に
て

大
使
館
に
行
き
、
四
時
法＊２
王
に
謁
見
の
為
め
大
使
館
を
出
る
。
正
式
に
て
皇
太
子
を
迎
へ

面
会
す
。
モ＊３
ザ
イ
ッ
ク
を
貰
ふ
。
又
供
奉
員
に
は
勲
章
を
贈
る
。
八
時
宮
殿
食
事
。
陛
下

出
席
。
食
后
厩
を
見
る
。

＊
１couvent

（
仏
） 

修
道
院　

サ
ン
・
パ
オ
ロ
・
フ
オ
ー
リ
・
レ
・
ム
ー
ラ
大
聖
堂
と
サ
ン
・
ジ
ョ
バ
ン

ニ
・
イ
ン
・
ラ
テ
ラ
ノ
大
聖
堂　

＊
２
ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
五
世　

＊
３
モ
ザ
イ
ク
画

七
月
十
六
日　

土
曜　
晴　

暑
し　

ロ
ー
マ
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

午
前
九
時
半
よ
り
バ
チ
カ
ン
博
物
館
見
物
。
正
午
大
使
館
午
餐
。
午
后
三
時
ロ
ー
マ
滞
在

の
チ1
＊

ェ
コ
ス
ロ
バ
ッ
ク
大
統
領
来
り
、
面
会
。
但
し
非
公
式
な
も
の
な
り
。
四
時
よ
り
再

ひ
バ
チ
カ
ン
博
物
会
に
行
き
モ
ザ
イ
ッ
ク
の
製
作
を
見
る
。
其
他
の
タ
ブ
ロ
ー
等
を
見
る
。

セ＊２
ン
ポ
ー
ル
の
上
に
昇
る
。
宮
殿
に
帰
り
八
時
よ
り
国
王
陛
下
と
御
食
事
。
其
后
活
動
写

真
（
伊
軍
の
者
）。

＊
１
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
大
統
領
ト
マ
ー
シ
ュ
・
マ
サ
リ
ク　

＊
２
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂

七
月
十
七
日　

日
曜　
晴　

暑
し　

ロ
ー
マ
出
発
、
ナ
ー
プ
ル
着

午
前
五
時
起
床
、
六
時
朝
食
。

午
前
七
時
三
十
分
発
汽
車
に
て
伊
国
ナ
ー
プ
ル
に
向
ふ
。
正
午
ナ
ー
プ
ル
駅
着
。
公
式
馬

車
に
て
市
中
を
通
過
す
。
両
側
（
軍
隊
各
兵
種
あ
り
、
高
射
砲
も
あ
り
）
堵
列
す
。
人
民

も
多
く
、
各
窓
よ
り
も
見
物
し
て
手
を
打
て
歓
迎
す
。
零
時
半
軍
艦
に
帰
り
、
午
后
一
時

半
司
令
長
官
の
官
邸
の
午
餐
会
に
出
席
。
ア
オ
ス
ト
親
王
妃
及
其
第
二
王
子
（
海
軍
少

尉
）
も
有
り
。
水＊

族
館
見
物
。
自
動
車
に
て
海
岸
運
動
。
六
時
帰
り
晩
餐
会
、
軍
艦
上
に

て
八
時
よ
り
。
司
令
長
官
以
下
約
三
十
名
。
十
時
よ
り
伊
国
長
官
の
夜
会
に
列
席
し
て
正

子
頃
帰
る
。

ア
オ
ス
ト
親
王
に
贈
り
し
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
に
皇
太
子
、
余
の
名
を
記
し
た
る
ボ
ン
ボ
ニ

エ
ー
を
妃
に
贈
る
為
め
、
彼
れ
よ
り
あ
つ
か
り
持
ち
来
る
。
其
妃
に
贈
れ
り
。

＊
ナ
ポ
リ
臨
海
実
験
所
の
水
族
館

七
月
十
八
日　

月
曜　
晴　

暑
し　

午
前
ポ
ン
ペ
イ
見
物
、
甚
暑
し　

ナ
ー
プ
ル
出
港
、
復
航
海
第
一
日

午
前
五
時
起
床
、
六
時
朝
食
。

午
前
八
時
半
よ
り
伊
駆
逐
艦
に
て
ポ
ン
ペ
イ
に
行
く
。
九
時
半
着
。
自
動
車
に
て
約
十
五

分
に
て
ポ
ン
ペ
イ
に
着
し
、
十
時
半
過
き
迄
見
物
。
十
一
時
半
香
取
に
帰
り
、
伊
国
司
令

長
官
、
接
伴
員
等
と
午
餐
を
共
に
し
、
又
伊
国
司
令
長
官
夫
人
以
下
六
、
七
名
も
日
本
食

の
食
事
に
招
か
れ
軍
艦
に
来
る
。

午
后
二
時
半
ナ
ー
プ
ル
港
出
帆
、
帰
国
に
つ
く
。
本
日
を
以
て
今
回
の
皇
太
子
欧
州
旅
行

を
終
る
。

接
伴
員
海
軍
少
将　（
ア
キ
マ
マ
）

　
　
　

に
も
た
ら
せ
、
余
の
写
真
を
陛
下
及
ア
オ
ス
ト
親
王
に
贈
る
。

七
月
十
九
日　

火
曜　
晴　

南
風
あ
り　

今
朝
よ
り
稍
暑
気
少
し　

復
航
海
第
二
日

午
前
四
時
半
に
起
床
し
て
メ
シ
ナ
海
峡
を
見
る
。

五
時
半
入
浴
、
七
時
朝
食
す
。
散
髪
す
。

海
上
平
穏
に
し
て
南
風
あ
り
。
暑
少
な
く
し
て
昨
日
よ
り
大
に
し
の
ぎ
安
し
。
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七
月
二
十
日　

水
曜　
晴　

西
風
あ
り　

風
の
為
め
か
暑
気
稍
少
し　

復
航
海
第
三
日　

平
穏

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

異
状
な
く
西
風
の
為
め
ヲ＊
イ
テ
に
て
稍
能
く
進
む
と
云
ふ
。
午
后
四
時
過
ぎ
ク（ク
レ
タ
）
リ
ー
ト
島

の
南
方
を
航
海
す
。

皇
太
子
殿
下
昨
日
よ
り
海
水
浴
を
な
さ
る
。

＊
追おい
て風

七
月
二
十
一
日　

木
曜　
晴　

北
西
の
風　

稍
暑
気
少
し　

復
航
海
第
四
日　

波
あ
れ
と
も
北
西
の
風
に
て
オ
イ
テ
に
て
平
穏
な
り

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

何
に
も
見
る
物
な
く
平
穏
な
り
。
北
西
の
風
に
し
て
稍
波
あ
れ
と
も
、
オ
イ
テ
な
る
故
に

船
動
か
ず
。

昨
夕
よ
り
三
十
分
時
計
を
速
め
る
。

七
月
二
十
二
日　

金
曜　

晴　
北
西
の
風
に
て
暑
気
少
し　

復
航
海
第
五
日　

ポ
ル
サ
イ
ト
着
、
一
泊

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
九
時
ポ（ポ
ー
ト
サ
イ
ド
）

ル
サ
イ
ド
着
、
礼
砲
の
交
換
あ
り
。
港
に
入
る
や
シ（ス
ル
タ
ン
）

ュ
ル
タ
使
と
し
て
侍
従

長
、
ア
レ
ン
ビ
元
帥
使
、
英
国
領
事
其
他
数
名
日
本
領
事
と
来
る
。
小
栗
司
令
長
官
は
本

艦
に
う
つ
り
、
鹿
島
は
ポ
ル
サ
イ
ド
に
泊
ら
ず
し
て
カ
ナ
ー
ル
に
入
り
、
今
夜
は
湖
水
に

一
泊
し
て
明
夕
ス
エ
ズ
に
先
着
す
る
予
定
な
り
。

本
日
は
終
日
北
西
の
風
の
為
め
稍
暑
少
く
、
思
ひ
し
よ
り
可
な
り
し
。

七
月
二
十
三
日　

土
曜　
晴　

北
西
の
風
に
て
稍
暑
気
少
き
も
上
甲
板
に
て
は
暑
し　

復
航
海
第
六
日

ポ
ル
サ
イ
ド
出
発
、
カ
ナ
ル
内
イ
ス
マ
リ
ヤ
湖

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
九
時
香
取
ポ
ル
サ
イ
ト
を
出
港
し
て
カ
ナ
ル
に
入
る
。
出
発
前
に
日
本
領
事
益＊１
子
来

り
。
又
竹＊２
下
海
軍
中
将
は
本
日
供
奉
員
よ
り
出
で
再
ひ
仏
国
に
行
く
。
又
英
軍
隊
皇
太
子

に
敬
礼
の
為
め
来
る
。
午
前
中
は
無
事
カ
ナ
ル
を
通
過
す
る
も
、
午
后
二
時
過
き
左
舷
に

於
て
坐
礁
す
。
約
一
時
半
間
に
し
て
再
ひ
前
進
せ
り
。
故
に　（
ア
キ
マ
マ
）

　
　
　
　

湖
に
行

く
予
定
を
変
更
し
て
イ
ス
マ
リ
ヤ
湖
に
泊
る
。
午
后
六
時
半
な
り
。

本
日
は
北
西
の
風
后
ろ
よ
り
来
り
、
稍
暑
気
少
き
も
、
日
光
強
き
為
め
上
甲
板
は
稍
暑
し
。

但
し
沙
は
来
ら
ず
。

＊
１
益
子
斎
造　

＊
２
竹
下
勇

七
月
二
十
四
日　

日
曜　
晴　

北
西
の
風
に
て
稍
暑
気
減
じ
た
る
も
日
中
暑
し

イ
ス
マ
リ
ヤ
発
ス
エ
ズ
着　

復
航
海
第
七
日

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

軍
艦
は
午
前
五
時
イ
ス
マ
リ
ヤ
出
港
に
て
、
無
事
午
后
一
時
ス
エ
ズ
着
。
香
取
は
石
炭
つ

み
に
付
き
、
鹿
島
に
行
く
。
午
后
二
時
過
き
よ
り
。
其
前
に
日
本
領
事
益
子
及
英
国
領
事

来
る
。
鹿
島
に
て
夕
食
。
講
談
、
花
火
あ
り
。
午
后
九
時
過
き
香
取
に
帰
る
。

午
后
八
時
半
頃
因
幡
丸
日
本
に
向
け
出
発
（
ス
エ
ズ
）。
軍
艦
附
近
に
来
り
、
万
歳
を
叫

ふ
。
八
月
二
十
八
、
九
日
頃
着
と
云
ふ
。
軍
艦
よ
り
速
し
。

七
月
二
十
五
日　

月
曜　
晴　

暑
し　

ス
エ
ズ
滞
在

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

早
朝
よ
り
石
炭
つ
み
、
午
前
九
時
半
よ
り
鹿
島
に
行
き
、
午
餐
后
港
外
に
て
爆
薬
に
て
魚

と
り
を
な
す
。

夕
食
香
取
活
動
写
真
。
コ
ロ
ン
ボ
ー
よ
り
ポ
ー
ト
マ
ス
迄
の
分
な
り
。

七
月
二
十
六
日　

火
曜　
晴　

暑
し　

但
し
北
西
の
風
に
て
稍
涼
し　

ス
エ
ズ
出
港
午
前
五
時　

復
航
海
第
八
日

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
五
時
に
艦
隊
は
出
港
す
。
海
上
平
穏
に
し
て
北
西
の
風
に
て
稍
涼
し
き
を
感
じ
た
り
。

多
く
の
船
に
行
あ
う
。

七
月
二
十
七
日　

水
曜　
晴　

暑
し
、
但
し
西
北
風
あ
り　

海
上
平
穏　

復
航
海
第
九
日

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。
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海
上
平
穏
な
れ
と
も
暑
気
稍
強
く
、
風
西
北
、
又
は
西
南
よ
り
来
り
湿
気
を
増
す
。

夜
半
始
め
て
甚
た
暑
く
＊

に
て
ね
る
。

＊

は
褌
の
俗
字

七
月
二
十
八
日　

木
曜　
晴　

暑
気
強
し
、
但
し
西
南
風
あ
り　

復
航
海
第
十
日　

海
上
稍
波
高
し

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

湿
気
如
わ
り
暑
気
甚
た
し
く
、
空
気
甚
だ
を
も
く
、
い
き
ぐ
る
し
き
な
り
。
午
前
十
一
時

頃
よ
り
波
稍
高
く
な
り
、
砲
門
を
し
め
る
。

余
の
室
は
右
舷
な
る
故
に
ナ
ー
プ
ル
出
港
以
来
日
本
に
着
す
る
迄
午
后
に
日
あ
た
り
、
為

め
に
鉄
板
や
け
て
、
夜
に
な
り
て
も
稍
あ
つ
く
、
故
に
夜
半
十
二
時
過
に
な
ら
で
は
稍
涼

し
く
な
ら
ざ
る
な
り
。
為
め
に
寝
る
に
稍
コ
ン
ナ
ン
。

七
月
二
十
九
日　

金
曜　
晴　

暑
し　

湿
気
昨
日
よ
り
午
后
に
な
り
少
し　

復
航
海
第
十
一
日

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

海
上
平
穏
な
れ
と
も
昨
夜
は
湿
気
多
く
、
為
め
に
空
気
重
く
、
ま
る
て
蒸
気
の
中
に
あ
る

如
き
で
し
た
。
寝
に
つ
き
て
も
汗
大
に
出
て
、
甚
た
寝
ぐ
る
し
か
り
し
。
午
前
二
時
小
便

に
行
き
、
窓
を
見
る
と
湿
気
蒸
気
の
如
く
顔
を
う
つ
。
甚
た
不
ゆ
か
い
な
り
し
。

時
計
三
十
分
速
め
る
。

七
月
三
十
日　

土
曜　
晴　

午
前
中
は
暑
気
稍
強
か
り
し
も
午
后
よ
り
稍
涼
し

復
航
海
第
十
二
日　

ア
デ
ン
港
外
に
一
泊
す

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
五
時
頃
バ＊１
ブ
デ
ル
マ
ン
デ
ル
海
峡
を
通
過
。
午
后
零
時
五
十
分
頃
ア
デ
ン
港
外
に
達

し
、
泊
る
。
明
早
朝
（
五
時
）
よ
り
港
内
に
行
き
石
炭
積
み
を
為
す
。

昨
夜
は
一
昨
夜
よ
り
大
に
暑
く
な
く
、
能
く
寝
た
り
。
今
朝
午
前
八
時
四
十
五
分
よ
り
遙2
＊

拝
式
を
施
行
す
。
正
午
頃
よ
り
ム（モ
ン
ス
ー
ン
）

ー
ソ
ン
の
余
波
な
ら
ん
か
稍
涼
し
く
な
り
、
上
甲
板
に

て
は
稍
涼
し
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
。
波
高
し
。

香
取
艦
長
よ
り
紀
念
と
し
て
紋
附
の
時
計
掛
を
貰
ふ
。

＊
１
バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ
ブ
海
峡　

ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
西
部　

＊
２
明
治
天
皇
例
祭

七
月
三
十
一
日　

日
曜　
晴　

稍
暑
気
少
き
も
港
外
よ
り
も
暑
し　

ア
デ
ン
港
内
滞
在　

午
前
六
時
入
港
す

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

艦
隊
は
午
前
六
時
迄
に
ア
デ
ン
港
内
に
入
り
碇
泊
す
。
午
前
八
時
半
ス
コ
ツ
ト
少
将
、
コ

ン
ミ
サ
ー
ル
外
幕
僚
四
名
来
り
、
皇
太
子
及
余
に
面
会
。
軍
艦
は
石
炭
積
み
を
為
す
。
午

后
二
時
迄
。
午
后
五
時
上
陸
し
て
ア
デ
ン
貯
水
池
、
但
し
水
な
し
を
見
に
行
く
。
南
風
稍

強
く
岩
山
に
熱
し
た
る
空
気
来
り
、
面
に
砂
を
飛
す
。
土
人
は
甚
た
き
た
な
き
者
多
し
。

帰
途
官
邸
に
行
き
、
少
憩
の
后
軍
艦
に
帰
る
。
午
后
六
時
五
十
分
な
り
。
官
邸
は
突
出
し

た
る
高
地
故
に
風
甚
た
涼
し
。
其
他
の
道
路
又
は
村
落
に
て
は
甚
た
暑
し
。
九
月
が
一
番

暑
き
月
と
云
ふ
こ
と
な
り
。
昨
日
、
今
日
も
色
々
と
商
人
来
り
。
魚
、
だ
鳥
の
毛
等
を
売

る
。

ア
デ
ン
に
日
本
人
墓
碑
あ
り
。
海
軍
将
校
以
下
の
者
、
山
本
大
佐
御
使
し
、
長
官
以
下
拝

に
行
く
。

＊com
m
issaire

（
仏
）
弁
務
官

八
月
一
日　

月
曜　
晴　

海
上
波
稍
高
し　

暑
気
あ
れ
と
も
風
の
為
稍
し
の
ぎ
よ
し

復
航
海
第
十
三
日　

ア
デ
ン
出
港
午
前
十
一
時

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

艦
隊
は
午
前
六
時
よ
り
ア
デ
ン
港
を
出
で
て
コ
ロ
ン
ボ
ー
に
向
ふ
。
今
朝
鹿
島
よ
り
無
線

に
て
今
朝
一
時
頃
シ
ャ
ム
丸
（
大
阪
商
船
）
四
五
八
三
ト
ン
亜
弗
利
加
の
東
北
端
グ＊
ア
ー

ダ
フ
イ
岬
に
坐
礁
す
と
の
報
あ
り
。
但
し
英
船
其
附
近
通
過
中
な
り
し
為
援
助
に
行
き
し

と
云
ふ
。
六
月
十
日
神
戸
出
港
せ
り
と
云
ふ
。
午
后
八
時
小
栗
長
官
よ
り
無
線
に
て
、

シ
ャ
ム
丸
救
助
に
鹿
島
を
急
行
せ
し
む
と
。
又
小
栗
長
官
は
本
艦
に
乗
り
う
つ
り
た
き
も
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海
上
あ
ら
き
為
め
中
止
し
て
、
来
る
五
日
本
艦
に
合
す
と
云
ふ
。
夕
食
后
八
時
四
十
分
頃

鹿
島
左
方
に
進
路
を
取
り
し
を
見
る
。
明
日
正
午
過
き
遭
難
地
に
着
と
申
こ
と
な
り
。

＊Cape Guardafui 

ア
フ
リ
カ
大
陸
北
東
端
の
岬

八
月
二
日　

火
曜　
晴　

午
前
中
は
波
稍
静
な
り
し
も
午
后
よ
り
高
く
、
夕
刻
よ
り
一
層
高
く
、
艦
動
揺
す

復
航
海
第
十
四
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

シ
ャ
ム
丸
は
船
員
皆
な
五
十
余
名
鹿
島
に
収
容
さ
れ
る
。
但
し
船
は
抛
棄
す
る
の
や
む
を

得
ざ
り
し
と
云
ふ
。

明
朝
よ
り
ス
コ
ト
ラ
北
端
を
は
な
れ
、
西
南
信
風
に
遭
遇
す
る
か
ら
今
夕
よ
り
窓
其
他
の

入
口
の
締
方
を
や
る
。
波
は
今
夕
よ
り
右
舷
余
の
室
の
窓
に
上
る
。

午
后
六
時
に
追
悼
式
あ
り
。
往
航
の
と
き
不
時
の
災
難
に
殉
じ
た
る
二
水
兵
の
水
葬
亜（ア
デ
ン
）
丁
湾

に
あ
り
し
為
め
な
り
（
香
取
に
於
て
）。

八
月
三
日　

水
曜　
晴　

海
上
昨
日
よ
り
西
南
風
波
高
し
。
甲
板
上
を
洗
ふ　

復
航
海
第
十
五
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

鹿
島
救
助
の
任
務
を
終
り
今
朝
香
取
に
合
し
た
り
。

昨
夜
波
高
か
り
し
為
め
、
午
前
一
時
よ
り
三
時
の
間
に
於
て
舵
と
り
困
難
と
な
り
た
り
。

午
后
三
時
四
十
分
頃
鹿
島
の
一
水
兵
作
業
中
波
の
為
め
さ
わ
ら
れ
、
海
中
に
落
し
不
明
と

な
る
。
前
進
を
中
止
し
て
捜
索
せ
し
も
、
救
ひ
上
る
こ
と
で
き
ず
、
溺
死
と
な
る
。
実
に

不
幸
者
な
り
。

皇
太
子
艦
橋
の
御
室
に
て
食
事
、
今
夜
も
同
所
に
て
御
寝
と
云
ふ
。

八
月
四
日　

木
曜　
晴　

午
后
よ
り
曇　

海
上
波
高
し　

西
南
方
向
な
り　

波
上
る　

復
航
海
第
十
六
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
き
も
、
海
上
風
波
昨
日
の
如
く
高
く
、
屢
ば
海
水
甲
板
上
に
来
り
、
出

る
こ
と
甚
た
危
険
な
り
。
故
に
終
日
余
の
室
に
あ
り
た
り
。

皇
太
子
は
艦
橋
に
あ
り
。

八
月
五
日　

金
曜　
曇
、
晴　

昨
日
よ
り
稍
風
波
ひ
く
く
な
る　

復
航
海
第
十
七
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
く
、
昼
も
晩
も
余
の
室
に
て
食
事
す
。

来
る
九
日
正
午
頃
コ
ロ
ン
ボ
ー
に
着
と
申
こ
と
な
り
。
風
と
波
の
為
め
速
力
を
増
せ
し
に

よ
る
な
ら
ん
。

午
后
四
時
半
過
き
少
時
間
甲
板
上
に
あ
り
し
に
、
波
の
為
め
未
た
稍
困
難
な
り
し
。

二
日
晩
よ
り
三
日
、
四
日
、
五
日
朝
迄
稍
風
強
か
り
し
。

八
月
六
日　

土
曜　
晴　

波
稍
静
に
な
る
、
窓
を
開
く　

復
航
海
第
十
八
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

二
日
来
以
始
め
て
午
前
八
時
頃
よ
り
甲
板
に
上
る
。
風
稍
あ
り
て
少
時
間
に
し
て
明
鏡
く

も
り
海
水
の
為
め
べ
と
つ
き
、
唇
か
ら
く
な
る
。

本
日
も
夕
刻
に
追
悼
式
あ
り
。
夫
れ
は
往
航
の
時
此
附
近
に
於
て
鹿
島
の
水
葬
せ
し
位
置

の
為
め
、
香
取
艦
上
に
て
行
ひ
た
り
。

夕
食
后
活
動
写
真
あ
り
た
り
。

八
月
七
日　

日
曜　
晴　

午
前
四
時
過
き
驟
雨
あ
り
、
六
時
止
み
晴
天
と
な
る

西
南
風
の
為
め
稍
涼
し　

復
航
海
第
十
九
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

海
軍
省
よ
り
司
令
官
に
、
来
月
三
日
に
横
浜
御
着
港
に
し
た
し
、
既
に
四
日
と
公
表
せ
し

故
、
と
申
こ
と
な
り
。
あ
ま
り
速
く
て
は
公
表
し
た
故
こ
ま
る
と
云
ふ
。
又
海
軍
次
官
よ

り
内
地
よ
り
コ
ロ
ン
ボ
ー
へ
注
意
人
物
出
張
せ
り
と
云
ふ
。
日
本
附
近
海
上
に
て
一
大
暴

風
雨
御
着
の
前
に
あ
る
と
云
ふ
如
き
電
報
来
る
。

海
上
平
穏
な
り
。

八
月
八
日　

月
曜　
晴　

夕
刻
驟
雨
、
暑
気
西
南
風
の
為
稍
少
し
、
海
上
平
穏　

復
航
海
第
二
十
日
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午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

八
月
九
日　

火
曜　
晴　

西
南
風
の
為
め
稍
涼
し　

海
上
平
穏　

コ
ロ
ン
ボ
ー
着
午
前
十
時
過

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

海
上
平
穏
に
し
て
午
前
十
時
過
き
コ
ロ
ン
ボ
ー
港
に
入
る
。
総
督
の
訪
問
は
こ
と
わ
り
、

印
度
艦
隊
司
令
長
官　（
ア
キ
マ
マ
）
＊

　
　
　
　

の
訪
問
を
皇
太
子
及
余
は
う
け
た
り
。

石
炭
つ
み
。
夕
食
に
は
和
食
に
て
総
督
夫
婦
始
め
十
二
名
を
香
取
に
招
き
皇
太
子
の
食
事
。

本
日
東
京
よ
り
六
月
廿
二
日
付
の
智
恵
子
の
手
紙
を
受
取
と
る
。
安
藤
家
及
黒
田
家
に
て

妊
娠
と
申
こ
と
な
り
。

＊
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官H

ugh H
. D
. T
othill

八
月
十
日　

木
曜　
晴　

時
々
驟
雨
、
西
南
風
あ
り　

コ
ロ
ン
ボ
ー
滞
在　

上
陸
な
し

午
前
六
時
起
床
、
七
時
昼
食
。

今
回
は
皇
太
子
上
陸
な
し
。
午
后
一
時
鹿
島
に
於
け
る
午
餐
に
皇
太
子
と
行
く
。
又
夕
食

は
香
取
に
て
午
后
八
時
晩
餐
、
総
督
始
め
約
三
十
人
。

石
炭
つ
み
。

八
月
十
一
日　

木
曜　
晴　

時
々
驟
雨　

午
后
五
時
半
コ
ロ
ン
ボ
ー
出
港

午
前
六
時
起
床
、
同
七
時
朝
食
。

縫＊
田
総
領
事
よ
り
セ
ー
ロ
ン
茶
を
貰
ふ
。

今
回
は
前
回
よ
り
風
あ
り
。
稍
涼
と
云
ふ
。
但
し
空
気
重
し
。
港
を
出
る
と
西
風
の
為
め

波
高
く
、
軍
艦
再
動
揺
す
。

＊
縫
田
栄
四
郎
（
在
孟
買
領
事
）

八
月
十
二
日　

金
曜　
晴
稍
曇　

海
上
平
穏
と
な
る　

午
后
よ
り
西
南
風
稍
強　

復
航
海
第
二
十
一
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

昨
夜
の
中
に
方
向
を
東
に
と
る
。
西
南
風
漸
次
強
く
な
り
、
午
后
よ
り
波
高
ま
り
、
風
の

為
め
稍
涼
し
か
り
し
。

夕
刻
日
本
汽
船
に
遭
遇
す
。

本
日
よ
り
四
時
の
茶
な
く
な
り
、
夕
食
は
六
時
半
と
な
る
。

八
月
十
三
日　

土
曜　
晴　

西
南
風
に
て
稍
暑
気
少
し　

復
航
海
第
二
十
二
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

海
上
稍
波
あ
り
。
特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

三
十
分
時
計
を
進
め
る
。

八
月
十
四
日　

日
曜　
晴　

海
上
平
穏　

暑
気
風
の
為
稍
少
し　

復
航
海
第
二
十
三
日

起
床
六
時
、
朝
食
七
時
。

過
日
コ
ロ
ン
ボ
ー
滞
在
中
に
脳
脊
髄
マ
ク
エ
ン
水
兵
中
に
一
名
決
定
せ
し
よ
り
、
艦
全
体

の
人
員
の
身
体
験
査
。
即
口
中
よ
り
若
干
の
つ
ば
を
と
り
分
せ
き
せ
り
。

夕
食
后
鹿
島
に
て
花
火
を
為
せ
り
。

八
月
十
五
日　

月
曜　
晴　

海
上
平
穏　

復
航
海
第
二
十
四
日

起
床
六
時
、
朝
食
七
時
。

特
筆
す
べ
き
件
な
き
も
、
午
后
五
時
ス（ス
マ
ト
ラ
）

マ
タ
ラ
北
端
を
見
始
め
る
。
海
峡
に
入
る
な
り
。

月
甚
た
良
し
。

夕
食
は
午
后
六
時
三
十
分
と
な
る
。

三
十
分
時
計
を
進
め
る
。

八
月
十
六
日　

火
曜　
晴
稍
曇　

時
々
驟
雨
あ
り　

海
上
平
穏　

復
航
海
第
二
十
五
日

六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
き
も
、
海
上
平
穏
に
し
て
海
峡
通
過
中
な
り
。
両
舷
に
島
及
陸
地
を
見

る
。
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正
午
の
食
事
、
六
時
の
夕
食
と
な
る
。
人
員
も
今
夕
よ
り
御
陪
食
は
四
人
に
減
じ
た
り
。

八
月
十
七
日　

水
曜　
晴　

海
上
平
穏
な
り　

風
殆
ん
と
な
し　

稍
暑
し　

復
航
海
第
二
十
六
日

六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
き
も
陸
地
を
見
る
。
又
魚
船
を
見
る
。
日
本
船
に
行
ち
が
う
。
時
計
三

十
分
進
む
。

八
月
十
八
日　

木
曜　
晴
時
驟
雨　

海
上
平
穏　

復
航
海
第
二
十
七
日

午
前
十
時
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
仮
泊　

午
后
二
時
出
港
す

起
床
六
時
、
七
時
朝
食
。

午
前
十
時
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
外
に
仮
泊
し
て
糧
食
、
水
、
氷
等
を
入
れ
る
。
其
時
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
総
督
代
理
と
し
て
民＊１
政
長
官
午
前
十
一
時
来
艦
。
又
十
一
時
五
十
分
に
陸＊２
軍
司
令

官
（
往
き
に
見
た
る
人
な
り
）
来
る
。
領
事
代
理
も
来
る
。
又
数
多
の
舟
に
て
日
本
人
代

表
者
数
多
来
る
。

午
后
二
時
出
発
し
て
カ
ム
ラ
ン
に
向
ふ
。

＊
１
民
政
長
官
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ー
ト
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ　

＊
２
陸
軍
少
将
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ウ
ラ

八
月
十
九
日　

金
曜　
曇　

晴　

海
上
平
穏
な
り　

復
航
海
第
二
十
八
日

起
床
六
時
、
朝
食
七
時
。

特
筆
す
べ
き
件
な
き
も
﹇
以
下
欠
﹈

日
本
方
向
よ
り
来
り
た
る
船
、
午
前
五
時
頃
無
線
に
て
御
機（マ
マ
）伺
の
電
報
来
る
。

八
月
二
十
日　

土
曜　
晴　

海
上
平
穏　

稍
暑
し　

復
航
海
第
二
十
九
日

起
床
、
朝
食
は
前
日
と
同
し
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

八
月
二
十
一
日　

日
曜　
晴　

早
朝
驟
雨　

復
航
海
第
三
十
日　

正
午
過
カ
ム
ラ
ン
着

起
床
、
食
事
時
間
同
し
。

予
定
の
如
く
正
午
過
き
カ＊
１
ム
ラ
ン
湾
に
入
港
す
。
湾
は
稍
広
し
。
仏
軍
艦
一
隻
あ
り
。

馬
公
に
あ
る
軍
艦
新
高
奉
迎
の
為
め
カ
ム
ラ
ン
に
来
り
。
今
朝
湾
外
に
て
御
出
迎
せ
り
。

内
地
よ
り
来
り
し
室
戸
丸
（
石
炭
船
）
あ
り
。　（
ア
キ
マ
マ
）＊
２

　
　

侍
従
同
船
に
て
内
地
よ
り
来
る
。

両
陛
下
の
御
言
を
余
に
伝
ふ
。
又
御
菓
子
を
賜
わ
る
。
故
に
御
礼
の
電
報
を
出
す
こ
と
を

た
の
め
り
。

夕
食
に
鹿
島
の
将
校
を
召
さ
れ
た
り
。

＊
１
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
港
湾
。
日
露
戦
争
当
時
、
露
国
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
最
後
の
寄
港
地
と
な
っ
た
こ

と
で
も
有
名　

＊
２
甘
露
寺
受
長

八
月
二
十
二
日　

月
曜　
晴　

午
后
驟
雨　

暑
し　

カ
ム
ラ
ン
滞
在

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
九
時
半
よ
り
鹿
島
に
行
く
。
香
取
は
石
炭
つ
み
。

午
餐
、
晩
餐
。
后
十
時
に
香
取
に
帰
る
。

鹿
島
艦
長
小
山
大
佐
よ
り
鹿
島
神
社
の
模
型
を
乗
組
兵
の
製
作
品
を
紀
念
に
貰
ふ
。

八
月
二
十
三
日　

火
曜　
晴　

暑
気
強
し　

カ
ム
ラ
ン
滞
在

起
床
、
朝
食
前
日
に
同
し
。

終
日
軍
艦
に
あ
り
。
午
后
七
時
三
十
分
晩
餐
。
仏
国
軍
艦
オ
ル
テ
ー
ル
艦
長
及
一
少
尉
並

に
小
栗
司
令
長
官
以
下
二
十
名
以
上
。

八
月
二
十
四
日　

水
曜　
晴　

驟
雨
あ
り　

暑
気
強
し　

カ
ム
ラ
ン
滞
在

起
床
、
朝
食
前
日
に
同
し
。

本
日
も
又
石
炭
積
に
付
き
、
午
前
九
時
半
よ
り
小
汽
械
（
艇
）に
て
湾
内
一
周
し
て
十
時
に
鹿
島

に
行
く
。
皇
太
子
は
陸
上
に
行
か
れ
、
自
動
車
に
て
運
動
。
午
餐
は
鹿
島
に
て
為
し
、
午

后
三
時
頃
驟
雨
来
り
、
雷
鳴
も
共
に
。
四
時
頃
止
み
、
四
時
皇
太
子
と
鹿
島
を
出
て
香
取

に
帰
る
。

サ
イ
ゴ
ン
日
本
領
事　（
ア
キ
マ
マ
）＊

　
　
　

暇
乞
に
来
る
。
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＊
古
谷
栄
一

八
月
二
十
五
日　

木
曜　
晴　

甚
た
暑
し　

海
上
平
穏　

復
航
海
第
三
十
一
日　

カ
ム
ラ
ン
出
港

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
過
き
朝
食
。

午
前
六
時
カ
ム
ラ
ン
出
港
に
て
、
十
二
哩
の
速
力
に
て
横
浜
に
向
ふ
。

海
上
平
穏
な
れ
と
も
暑
気
強
し
。
但
し
午
后
一
時
過
よ
り
南
風
と
な
り
稍
良
く
な
る
。
但

し
湿
気
加
わ
る
。

八
月
二
十
六
日　

金
曜　
晴　

甚
た
暑
し　

復
航
海
第
三
十
二
日

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

今
朝
は
安
南
沿
岸
、
午
后
海
南
嶋
を
東
に
去
る
約
五
十
浬
に
達
す
。

伊
国
皇
族
ア
オ
ス
タ
殿
下
日
本
に
本
年
十
一
月
頃
来
朝
と
云
ふ
電
報
に
接
す
。

新
駐
日
米
大
使
は
ウ＊
オ
ー
シ
ン
ス
と
云
ふ
。
九
月
一
日
東
京
に
向
て
出
発
と
云
ふ
。

＊
実
際
に
はCharles W

arren

（
ウ
ォ
ー
レ
ン
）

八
月
二
十
七
日　

土
曜　
晴
、
曇　

海
上
平
穏
、
雨
降
り
稍
涼
し　

復
航
海
第
三
十
三
日

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
過
き
朝
食
。

午
前
六
時
過
き
よ
り
雨
と
な
り
、
可
な
り
長
く
降
り
、
午
后
三
時
頃
よ
り
止
み
曇
。

香
港
に
近
接
し
つ
ゝ
あ
る
故
に
（
午
后
二
時
過
香
港
沖
）
五
十
浬
と
云
ふ
。
坪1
＊

上
総
領
事

よ
り
祝
電
あ
り
。

十
一
時
十
七
日
よ
り
総
武
の
野
に
於
て
大
演
習
、
大
本
営
は
横
浜
と
云
ふ
。
ジ
ヨ
ツ
フ
ル

元
帥
の
渡
日
は
年
末
迄
延
期
と
云
ふ＊２
。

所
沢
、
長
春
間
の
長
距
離
飛
行
計
画
。

時
計
一
時
間
進
ま
せ
る
。

＊
１
坪
上
貞
二　

＊
２
ジ
ョ
ッ
フ
ル
元
帥
の
来
日
は
、
実
際
に
は
翌
大
正
十
一
年
一
月

八
月
二
十
八
日　

日
曜　
曇　

驟
雨　

海
上
平
穏　

復
航
海
第
三
十
四
日

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
過
き
朝
食
。

午
前
中
は
時
々
驟
雨
来
し
も
、
午
后
は
曇
少
々
日
光
を
見
る
。
昨
夕
馬
公
よ
り
南
下
せ
る

軍
艦
利
根
は
午
前
九
時
稍
前
本
艦
隊
に
近
接
し
来
り
、
皇
太
子
旗
に
対
し
登
舷
礼
式
と
万

歳
を
三
唱
し
て
、
少
時
間
続
行
し
て
馬
公
に
向
て
帰
れ
り
。
今
朝
五
時
頃
仙
頭
沖
、
午
后

三
時
頃
膨
湖
島
附
近
に
達
す
と
云
ふ
。
昨
年
十
月
一
日
国
勢
調
査
の
結
果
五
五
九
六
万
三

〇
五
三
人
と
公
定
さ
る
。

東
京
地
方
は
珍
ら
し
き
強
風
。
全
く
秋
ら
し
い
。
二
百
十
日
は
無
事
と
云
ふ
。
芝
浦
打
上

の
花
火
は
長
野
県
の
名
物
「
二
尺
玉
」
鋼
鉄
製
煙
火
筒
。
大
阪
毎
日
新
聞
社
よ
り
皇
太
子

外
遊
写
真
状
（
マ
マ
）を
利
根
に
た
く
し
て
献
上
せ
り
。

八
月
二
十
九
日　

月
曜　
驟
雨
あ
り　

午
后
晴　

波
高
く
東
南
風
あ
り　

復
航
海
第
三
十
五
日

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
過
朝
食
。

今
早
朝
台
湾
海
峡
を
通
過
す
と
、
九
州
南
岸
に
向
ふ
と
云
ふ
。

海
上
波
あ
り
。
皇
太
子
夕
食
は
艦
橋
上
に
て
あ
り
。
故
に
余
は
室
内
に
て
食
事
を
為
す
。

八
月
三
十
日　

火
曜　
快
晴　

海
上
平
穏
と
な
る
、
風
あ
り
稍
涼
し　

復
航

海
第
三
十
六
日　

今
夕
五
時
頃
内
地
の
島
を
見
る

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
過
き
朝
食
。

今
朝
に
至
り
海
上
平
穏
と
な
る
。

船
橋
来
電
、
南＊１
印
度
擾
乱
重
大
、
南
印
度
ニ
ラ
ン
バ
宮
殿
焼
払
、
チ＊２
タ
政
府
代
表
者
大
連

行
、
会
議
な
ら
ん
。

東
宮
奉
迎
の
為
め
帝
国
ホ
テ
ル
一
大
盛
宴
あ
ら
ん
と
。

館
山
の
東
宮
奉
迎
熱
烈
な
ら
ん
と
。

明
日
は
都
井
崎
附
近
に
於
て
第
一
艦
隊
奉
迎
す
る
な
ら
ん
。
明
日
午
前
十
時
頃
種
子
島
東

側
を
北
上
。
都
井
崎
東
南
三
十
哩
。

今
夕
始
め
て
五
時
内
地
の
島
。
左
舷
に
横
当
島
、
右
舷
に
奄
美
大
島
。
東
宮
殿
下
に
御
注
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意
を
申
上
く
。
又
欧
州
御
旅
行
中
の
記
事
を
上
る
。

＊
１
八
月
二
十
九
日
付
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
は
「
印
度
の
叛
徒
百
万
」
と
題
し
、
マ
ラ
バ
ー
ル
地
方
モ
ク

ラ
ー
族
が
叛
乱
を
起
し
、
暴
徒
が
ニ
ラ
ン
バ
宮
殿
を
焼
き
払
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る　

＊
２
ソ
ビ
エ
ト

政
権
が
シ
ベ
リ
ア
に
一
時
的
に
建
設
し
た
国
家
。
極
東
共
和
国

八
月
三
十
一
日　

水
曜　
快
晴　

海
上
平
穏
、
風
な
く
暑
し　

復
航
海
第
三
十
七
日

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
過
き
朝
食
。

栃＊１
内
大
将
の
率
ゆ
る
聯
合
艦
隊
は
有
明
湾
よ
り
今
早
朝
出
発
し
て
午
前
十
時
十
五
分
に
御

召
艦
の
側
を
（
但
し
逆
に
）
通
過
す
。
皇
礼
砲
あ
り
し
も
遠
き
為
め
砲
声
聞
え
ず
。
栃
内

大
将
坐
乗
扶
桑
、
第
二
艦
隊
司
令
長
官
鈴＊２
木
中
将
、
金
剛
、
霧
島
、
第
三
、
第
四
戦
隊
。

全
艦
八
隻
（
長＊３
門
は
夜
間
演
習
の
と
き
水
雷
が
プ
ロ
ペ
ラ
に
当
り
て
修
理
と
云
ふ
）、
別

に
龍
田
の
率
ゆ
る
第
一
水
雷
戦
隊
、
北
上
の
率
ゆ
る
第
二
水
雷
戦
隊
後
尾
に
来
る
。
合
計

三
十
余
隻
。
但
し
通
過
后
直
に
進
路
を
豊
後
水
道
に
と
り
て
帰
れ
り
。
あ
ま
り
少
時
間
な

り
し
為
め
あ
つ
け
な
か
り
し
。
原
総
理
よ
り
祝
電
。

天
長
節
に
付
き
午
前
十
一
時
半
皇
太
子
に
御
祝
申
上
げ
正
午
御
会
食
あ
り
た
り
。
田＊４
中
大

将
軍
事
参
議
官
に
任
せ
ら
る
。

＊
１
栃
内
曽
次
郎
（
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
）　

＊
２
鈴
木
貫
太
郎　

＊
３
聯
合
艦
隊
旗
艦　

＊
４
田
中
義
一

九
月
一
日　

木
曜　
晴　

海
上
平
穏　

復
航
海
第
三
十
八
日

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
過
き
朝
食
。

今
朝
潮
崎
を
午
前
六
時
頃
通
過
。
速
力
は
や
き
為
八
ノ
ツ
ト
に
減
ず
る
も
潮
の
為
め
夫
れ

以
上
に
進
む
と
云
ふ
。
時
間
あ
る
為
め
艦
隊
は
伊
勢
湾
近
く
に
進
み
て
遙
拝
式
を
為
す

（
午
后
一
時
）。
皇
太
子
よ
り
余
に
御
紋
附
花
瓶
と
御
写
真
を
賜
わ
る
。
但
し
目
録
の
み
。

又
供
奉
員
一
同
へ
腕
ボ
タ
ン
と
銀
製
箱
を
紀
念
と
し
て
下
さ
る
。
平
田
も
腕
ボ
タ
ン
と
金

五
十
円
。

午
后
八
時
過
き
左
舷
に
御
前
崎
の
灯
台
火
を
見
る
。

東
京
発
神
戸
行
急
行
三
十
一
日
午
前
…
（
マ
マ
）に
貨
物
車
と
衝
突
し
て
死
傷
十
六
名
、
山
東
問
題

と
帝
国
の
誠
意
、
過
激
派
浦
塩
に
迫
る
、
ヤ
ッ
プ
島
問
題
。

九
月
二
日　

金
曜　
晴
但
し
霧
あ
り　

海
上
平
穏　

風
な
く
暑
し　

復
航
海
第
三
十
九
日　

館
山
仮
泊

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
朝
食
。

午
前
八
時
館
山
湾
に
入
る
。
但
し
今
朝
来
霧
深
く
遠
方
を
見
る
こ
と
能
わ
ず
。
午
前
六
時

半
頃
よ
り
駆
逐
艦
四
隻
来
り
奉
迎
す
。
山
城
は
同
湾
に
あ
り
て
奉
迎
す
。
千
葉
県
知
事
折1
＊

原
来
る
、
郡
長
と
共
に
。
十
一
時
頃
駆
逐
艦
浦
風
に
て
浜＊２
尾
大
夫
、
犬＊３
塚
武
官
、
杉＊４
宮
内

書
記
官
等
来
る
。
午
后
は
中
、
小
学
生
の
水
泳
を
見
る
。
夕
食
は
後
甲
板
に
て
立
食
。
艦

隊
の
将
校
全
部
と
供
奉
員
全
部
。
其
后
小
汽
械（艇
）に
て
海
岸
に
あ
る
人
民
の
提
灯
行
列
を
皇

太
子
と
見
に
行
く
。

＊
１
折
原
巳
一
郎　

＊
２
浜
尾
新　

＊
３
犬
塚
太
郎
（
東
宮
武
官
・
海
軍
大
佐
）　

＊
４
杉
琢
磨

九
月
三
日　

土
曜　
晴　

海
上
平
穏　

横
浜
港
着　

東
京
入

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
朝
食
。

艦
隊
は
午
前
六
時
館
山
湾
出
港
。
途
中
四
駆
逐
艦
左
右
に
あ
り
、
山
城
後
方
よ
り
進
む
。

小
栗
長
官
旗
艦
を
香
取
に
移
し
、
故
に
鹿
島
も
直
后
に
あ
り
。
観
音
崎
附
近
よ
り
人
民
、

学
校
生
徒
等
海
岸
に
整
列
す
。

午
前
九
時
横
浜
港
内
に
投
錨
す
。
港
外
に
は
横
須
賀
所
轄
の
艦
隊
あ
り
、
潜
水
艦
、
飛
行

機
等
迄
あ
り
、
甚
た
盛
な
り
。
両
陛
下
御
使
、
両
王
（
皇
）子
、
各
殿
下
、
総
理
以
下
約
百
五
十

名
香
取
に
来
る
。
十
時
過
き
皇
太
子
御
退
艦
、
余
以
下
随
行
す
。
桟
橋
に
は
学
校
生
徒
、

英
ボ（ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）

イ
ス
コ
ー
ト
、
横
浜
官
民
数
多
あ
り
。
汽
車
沿
道
官
民
、
生
徒
多
し
。
十
一
時
過
き

東
京
駅
着
。
伏
見
宮
、
各
内
親
王
、
大
公
使
、
大
官
数
多
あ
り
。
駅
よ
り
御
殿
迄
、
左
右
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に
は
軍
隊
、
各
学
校
生
徒
、
其
后
に
人
民
あ
り
て
、
歓
迎
甚
た
盛
な
り
。
万
歳
を
さ
け
ぶ

者
甚
た
多
く
な
り
た
り
。
又
人
民
、
生
徒
等
も
写
真
を
と
る
者
甚
た
増
加
せ
り
。
正
午
御

殿
に
御
着
。
門
内
に
は
学
習
院
生
徒
、
御
玄
関
に
は
女
官
、
其
他
職
員
あ
り
た
り
。
御
陪

食
あ
り
、
其
后
帰
る
。
余
の
門
内
に
は
商
人
あ
り
、
玄
関
に
は
安
藤
・
黒
田
夫
婦
。
恭
子

は
妊
娠
。
三
条
ち
よ
子
、
跳＊１
見
、
小
山
田
、
浮
田
等
。
阿＊２
部
校
長
あ
り
。
又
各
宮
来
ら
る
。

立
食
。
長
崎
来
る
。
後＊３
藤
男
市
長
来
り
、
来
る
八
日
市
歓
迎
会
に
出
席
を
願
ふ
。

﹇
欄
外
﹈
総
計
百
八
十
五
日
。
但
陸
地
七
十
日
、
海
上
百
十
五
日
。

＊
１
跡
見
花
蹊
（
跡
見
女
学
校
創
設
者
）　

＊
２
阿
部
宗
孝
（
小
田
原
中
学
校
長
）　

＊
３
後
藤
新
平
（
東
京

市
長
）

九
月
四
日　

日
曜　
晴
稍
曇　

北
風
あ
り　

天
候
変
化
せ
ん
と
す

午
前
五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
九
時
に
賢
所
に
参
拝
の
為
め
正
装
に
て
出
る
。

皇
太
子
殿
下
は
日
光
へ
行
啓
あ
る
。

九
月
五
日　

月
曜　
雨　

日
光
行

午
前
四
時
半
起
床
、
五
時
半
朝
食
。

午
前
七
時
上
野
発
に
て
日
光
へ
行
き
、
両
陛
下
の
御
機
嫌
伺
を
為
す
。
正
午
御
会
食
あ
り

（
陛＊
下
の
み
）。
午
后
一
時
二
十
分
日
光
発
に
て
帰
京
す
。
此
日
供
奉
員
一
同
も
伺
候
す
。

＊
天
皇

九
月
六
日　

火
曜　
雨
時
々
降
る

五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
、
松＊
川
大
将
を
招
き
春
仁
に
付
き
談
話
を
聞
く
。

九
時
過
き
よ
り
各
宮
家
へ
廻
る
。
皇
子
御
殿
に
行
く
。
淳
宮
は
昨
夕
学
校
に
御
帰
り
。
高

松
宮
の
み
に
拝
謁
す
。

＊
松
川
敏
胤

九
月
七
日　

水
曜　
雨
時
々
降
る

五
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

七
時
半
よ
り
散
髪
す
。

九
時
半
宮
内
大
臣
牧＊１
野
来
り
面
会
す
。
皇
太
子
殿
下
の
件
に
付
き
。
又
宮
中
に
於
て
あ
ま

り
善
良
な
ら
ざ
る
﹇
以
下
未
記
入
﹈

午
后
松2
＊

方
侯
来
り
面
会
す
。

午
后
六
時
半
、
陸
軍
大
臣
山＊３
梨
中
将
の
招
き
に
つ
き
出
席
す
。

村＊４
上
秘
書
官
、
山＊５
県
元
帥
の
使
に
来
り
面
会
す
。

＊
１
牧
野
伸
顕　

＊
２
松
方
正
義　

＊
３
山
梨
半
造　

＊
４
村
上
恭
一
（
枢
密
院
書
記
官
）　

＊
５
山
県
有

朋
九
月
八
日　

木
曜　
昨
夜
来
雨
大
に
降
る　

午
前
八
時
頃
よ
り
止
む　

晴

五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
朝
食
。

本
日
は
東
京
市
の
皇
太
子
殿
下
御
帰
朝
奉
祝
会
日
比
谷
に
あ
り
、
市
長
よ
り
招
か
れ
出
席

す
。
昨
夕
来
の
雨
も
今
朝
八
時
半
頃
よ
り
止
み
、
稍
風
あ
り
し
も
皇
太
子
御
出
席
の
為
め

好
都
合
な
り
し
。
其
後
余
は
明
治
神
宮
に
参
拝
す
。

午
后
四
時
に
東
京
市
青
年
団
奉
祝
会
に
皇
太
子
御
臨
席
、
余
も
出
席
す
。
全
国
の
代
表
青

年
団
も
参
列
せ
り
。
総
人
員
甚
多
か
り
し
。

九
月
九
日　

金
曜　
曇　

稍
涼
し

同
時
起
床
、
朝
食
。

西＊
園
寺
公
を
呼
び
、
皇
太
子
に
付
き
談
話
せ
り
。

梨
本
宮
来
り
面
会
す
。

午
后
浜
尾
大
夫
来
り
面
会
す
。
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午
后
七
時
三
十
分
東
京
駅
発
に
て
京
都
へ
行
く
。

＊
西
園
寺
公
望

九
月
十
日　

土
曜　
曇　

京
都
着　

長
楽
館

午
前
七
時
二
十
分
京
都
駅
着
。

午
前
九
時
よ
り
桃＊１
山
両
御
陵
、
泉＊２
山
両
御
陵
に
参
拝
す
。
賀
陽
宮
へ
行
く
。
月
峰
尼
、
賀

陽
大
妃
来
る
。

久
邇
宮
、
廬
山
寺
、
相
国
寺
、
伏
見
家
墓
所
、
興
正
寺
、
村
雲
瑞
龍
寺
へ
行
く
。

午
后
八
時
五
十
二
分
発
に
て
帰
京
。

＊
１
明
治
天
皇
陵
・
昭
憲
皇
太
后
陵　

＊
2
孝
明
天
皇
陵
・
英
照
皇
太
后
陵

九
月
十
一
日　

日
曜　
曇

午
前
八
時
二
十
分
東
京
駅
着
帰
京
す
。

九
月
十
二
日　

月
曜　
小
雨

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
朝
食
。

本
日
よ
り
寛
子
、
華
子
学
校
始
ま
り
通
学
す
。

大1
＊

島
少
将
新
騎
兵
監
来
り
、
特
別
騎
兵
演
習
の
件
を
報
告
す
（
来
月
十
日
よ
り
）。

平＊２
山
赤
十
字
社
長
を
呼
ひ
、
和
蘭
赤
十
字
社
よ
り
の
余
に
記
章
の
件
話
す
。

午
后
梨
本
宮
妃
来
り
面
会
す
。

＊
１
大
島
又
彦　

＊
２
平
山
成
信

九
月
十
三
日　

火
曜　
曇
小
雨

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
后
二
時
過
き
よ
り
伏
見
宮
へ
行
き
、
東
宮
殿
下
の
件
に
付
き
談
話
す
。
夕
食
は
富
士
見

軒
に
於
け
る
騎
兵
会
に
行
く
。
福＊１
田
大
佐
と
飯＊２
田
少
佐
の
（
伊
国
騎
兵
の
談
）
講
話
あ
り

た
り
。

＊
１
福
田
義
弥　

＊
２
飯
田
貞
固

九
月
十
四
日　

水
曜　
雨

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
后
三
時
に
宇＊
佐
美
東
京
府
知
事
来
り
、
博
覧
会
の
件
に
付
き
種
々
申
し
来
り
た
り
。

＊
宇
佐
美
勝
夫

九
月
十
五
日　

木
曜　
小
雨
、
曇

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
八
時
半
山＊１
本
大
佐
呼
ひ
、
東
宮
殿
下
の
御
談
話
の
件
（
今
夕
）。
徳＊２
川
公
来
り
面
会

す
。
来
月
十
一
、
十
二
の
内
華
族
会
館
に
て
晩
餐
の
件
。

宮
内
次
官
関＊３
谷
来
り
面
会
す
。

午
后
六
時
半
赤
坂
離
宮
に
於
て
東
宮
殿
下
の
御
帰
朝
に
付
き
晩
餐
会
に
出
席
す
。
各
国
大

公
使
あ
り
。
九
時
過
き
帰
る
。

＊
１
山
本
信
次
郎　

＊
２
徳
川
家
達　

＊
３
関
屋
貞
三
郎

九
月
十
六
日　

金
曜　
曇
、
快
晴
と
な
る

起
床
、
朝
食
同
し
。

三
条
治
子
様
を
呼
ひ
午
餐
を
共
に
す
。

午
后
六
時
半
赤
坂
離
宮
に
於
て
昨
夕
の
つ
づ
き
の
晩
餐
会
に
列
す
。
但
し
日
本
人
の
み
。

午
后
八
時
半
過
き
帰
る
。

九
月
十
七
日　

土
曜　
快
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

尾＊１
野
中
将
来
り
、
賀
陽
宮
の
件
に
付
き
談
話
あ
り
。
宇2
＊

垣
中
将
を
呼
び
面
会
す
。

正
午
東
宮
御
所
に
元
老
御
召
午
餐
あ
り
、
余
も
列
席
す
。
山
県
元
帥
、
松
方
公
、
西
園
寺

公
、
大
隈
（
不
参
）。
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午
后
春
仁
小
田
原
へ
行
く
。
寛
子
、
華
子
、
護
国
寺（
ア
キ
マ
マ
）子

の
墓
所
に
参
拝
す
。

午
后
三
時
過
、
余
は
智
恵
子
、
寛
子
、
華
子
と
庭
内
運
動
。
学
習
院
あ
と
に
も
行
く
。

＊
１
尾
野
実
信　

＊
2
宇
垣
一
成

九
月
十
八
日　

日
曜　
曇　

午
后
よ
り
雨

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
后
五
時
よ
り
紅
葉
館
へ
第
三
艦
隊
小＊
栗
中
将
以
下
将
校
全
部
約
九
十
四
名
を
招
き
宴
会
。

余
は
七
時
半
過
き
帰
る
。

春
仁
小
田
原
よ
り
午
后
七
時
半
過
き
帰
る
。

＊
小
栗
孝
三
郎

九
月
十
九
日　

月
曜　
暴
風
雨
の
き
み

起
床
、
朝
食
同
し
。

正
午
、
宮
中
御
陪
食
。
東
宮
御
帰
朝
の
為
め
な
り
。

余
の
写
真
を
森1
＊

岡
中
将
（
第
十
二
師
団
長
）、
香
取
艦
長
漢2
＊

那
大
佐
に
贈
る
（
二
枚
）。

午
后
山
梨
陸
軍
大
臣
来
り
、
談
話
を
聞
く
。

＊
１
森
岡
守
成　

＊
２
漢
那
憲
和

九
月
二
十
日　

火
曜　
晴　

但
し
南
風　

蒸
暑
し

起
床
、
朝
食
同
し
。

正
午
、
伏
見
邸
に
於
け
る
東
宮
御
招
の
食
事
に
余
も
列
す
。
午
后
二
時
半
、
山
県
元
帥
を

招
き
、
皇
太
子
の
件
に
付
き
談
話
せ
り
。

九
月
二
十
一
日　

水
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

余
の
写
真
を
供
奉
員
に
贈
る
。
珍
田
、
三
浦
、
入
江
、
奈
良
、
西
園
寺
、
山
本
、
及
川
、

浜
田
、
沢
田
、
土
屋
、
戸
田
、
八
田
、
二
荒
。

両
陛
下
本
日
日
光
よ
り
還
御
、
午
前
十
一
時
十
五
分
上
野
御
着
に
付
き
、
余
の
み
行
く
。

午
后
三
時
、
原
内
閣
総
理
大
臣
来
り
面
会
し
、
東
宮
殿
下
御
巡
遊
の
件
に
付
き
談
話
せ
り
。

大＊

谷
嘉
兵
衛
来
り
、
余
の
帰
朝
に
付
き
菊
花
唐
草
花
瓶
一
基
を
貰
ふ
。

午
后
六
時
、
赤
十
字
社
本
社
に
於
て
帰
京
に
付
き
晩
餐
会
あ
り
、
出
席
す
。

＊
横
浜
の
実
業
家

九
月
二
十
二
日　

木
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
九
時
、
松
川
大
将
来
り
、
春
仁
の
件
に
付
き
話
。

同
十
時
、
北
白
川
宮
来
り
面
会
す
。
欧
州
行
の
件
。

同
十
一
時
参
内
、
両
陛
下
に
拝
謁
す
。

九
月
二
十
三
日　

金
曜　
雨
終
日

起
床
、
朝
食
同
し
。

秋
季
皇
霊
祭
に
付
き
、
賢
所
に
余
の
み
参
拝
す
。
帰
り
て
社
に
智
恵
子
、
春
仁
、
寛
子
と

参
拝
す
。
華
子
は
少
々
風
気
。

午
后
七
時
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
於
て
後
藤
市
長
市
民
を
代
表
し
て
歓
迎
会
を
催
す
。
余
も
出

席
す
。
礼
装
。
九
時
過
き
帰
る
。
出
席
者
約
八
十
名
な
り
。
市
会
議
員
約
六
十
名
以
上
と

供
奉
員
全
部
な
り
。

九
月
二
十
四
日　

土
曜　
雨　

午
后
よ
り
止
む

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
十
時
に
陛
下
よ
り
菊
花
章
頸
飾
を
拝
受
す
。
同
時
に
勅
語
を
賜
わ
る
。

皇
太
子
裕
仁
欧
洲
各
国
ヲ
巡
游
ス
ル
ニ
当
リ
卿
其
輔
佐
ニ
任
シ
能
ク
其
君
民
ト
交
歓
シ

見
学
ノ
目
的
ヲ
達
セ
シ
メ
且
国
交
上
益
親
密
ヲ
加
エ
タ
ル
ハ
卿
カ
其
力
ヲ
尽
シ
タ
ル
ニ

由
ル
モ
ノ
多
シ
朕
深
ク
其
労
ヲ
嘉
ス
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同
時
に
両
陛
下
よ
り
御
紋
散
料
紙
文
庫
硯
箱
壱
組
と
金
五
万
円
を
拝
領
す
。
皇
后
陛
下
に

御
礼
申
上
く
。

正
午
、
東
宮
御
所
に
於
て
各
皇
族
同
妃
を
招
か
れ
御
会
食
あ
り
、
出
席
す
。

春
仁
、
午
前
早
く
小
田
原
に
行
く
。

華
子
学
校
休
。

九
月
二
十
五
日　

日
曜　
雨　

夜
中
暴
風
雨

起
床
、
朝
食
同
し
。

終
日
雨
な
り
。

春
仁
午
后
七
時
半
頃
帰
る
。
余
よ
り
兵
科
を
定
め
る
こ
と
に
付
き
、
色
々
と
春
仁
に
申
せ

り
。

九
月
二
十
六
日　

月
曜　
今
朝
六
時
過
よ
り
雨
止
み
風
の
み
な
り
し
も
十
時
過
き
よ
り
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

余
は
終
日
内
に
あ
り
。
松
川
大
将
よ
り
春
仁
に
兵
科
に
付
き
談
話
の
結
果
、
余
よ
り
し
て

春
仁
に
騎
兵
に
な
る
こ
と
を
申
す
。
是
れ
に
て
決
定
せ
り
。

華
子
学
校
行
。

九
月
二
十
七
日　

火
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
后
零
時
五
十
分
、
宮
中
に
於
て
露
国
大
使
ク
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
帰
国
の
為
め
御
陪
食
あ
り
、

余
も
参
列
す
。

午
后
二
時
よ
り
皇
后
陛
下
に
東
宮
殿
下
の
御
渡
欧
中
の
件
並
に
同
殿
下
の
こ
と
に
付
き
、

一
時
間
半
御
話
申
上
く
。
其
時
御
重
の
手
凾
に
御
菓
子
を
拝
領
す
。

九
月
二
十
八
日　

水
曜　
小
雨

起
床
、
朝
食
同
し
。

田
内
別
当
昨
日
の
御
礼
に
御
内
儀
へ
遣
し
た
り
。
福
田
を
伏
見
宮
邸
へ
御
礼
に
遣
す
。

正
午
、
松
方
、
西
園
寺
元
老
、
牧
野
宮
内
大
臣
以
下
を
呼
ひ
午
餐
を
為
す
。
二
十
一
名
な

り
。
食
后
大
臣
よ
り
陛
下
の
御
容
体
書
の
件
に
付
き
談
話
あ
り
。

午
后
四
時
に
各
新
聞
通
信
社
代
表
者
十
五
名
来
り
、
帰
朝
に
付
き
賀
辞
を
申
す
。
余
よ
り

一
言
申
し
、
茶
菓
を
与
へ
た
り
。
彼
等
は
写
真
を
と
れ
り
。

九
月
二
十
九
日　

木
曜　
曇　

小
田
原
行

午
前
四
時
半
起
床
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
七
時
五
十
五
分
発
に
て
両
人
小
田
原
行
。
欧
洲
よ
り
帰
朝
后
始
め
て
な
る
故
に
町
長

以
下
四
、
五
十
名
小
田
原
駅
に
余
を
迎
へ
た
り
。
松
井
も
一
列
車
前
に
行
く
。

九
月
三
十
日　

金
曜　
昨
夜
よ
り
雨　

小
田
原
滞
在

起
床
五
時
半
、
朝
食
七
時
。

午
后
よ
り
雨
止
み
曇
天
な
り
。

北
村
来
り
、
十
月
十
八
日
上
野
に
て
博
覧
会
上
棟
式
に
台
臨
の
件
申
来
る
。

＊
北
村
耕
造
（
宮
内
技
師
）

十
月
一
日　

土
曜　
朝
晴　

午
后
曇　

小
田
原
滞
在

起
床
、
朝
食
同
し
。

春
仁
午
后
二
時
過
き
東
京
よ
り
来
り
、
寛
子
、
華
子
午
后
三
時
十
五
分
小
田
原
着
。

午
前
中
大＊１
島
大
将
と
関＊２
海
軍
機
関
少
将
来
る
。

＊
１
大
島
義
昌　

＊
２
関
重
光
（
海
軍
機
関
大
佐
、
第
三
艦
隊
機
関
長
）

十
月
二
日　

日
曜　
曇　

夕
刻
よ
り
小
雨　

小
田
原
滞
在

朝
食
、
起
床
は
同
時
刻
な
り
。

山
梨
陸
軍
大
臣
午
后
一
時
過
き
来
り
、
東
宮
の
近
衛
師
団
司
令
部
附
の
件
、
海
軍
大
臣
代
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理
の
件
を
話
す
。

春
仁
、
寛
子
、
華
子
、
午
后
四
時
五
十
五
分
小
田
原
発
に
て
帰
京
す
。

十
月
三
日　

月
曜　
終
日
小
雨　

小
田
原
滞
在

起
床
、
朝
食
同
し
。

東
京
よ
り
電
話
に
て
、
東
宮
殿
下
よ
り
智
恵
子
へ
香
茶
道
具
、
春
仁
へ
腕
時
計
、
寛
、
華

へ
化
粧
道
具
を
拝
領
す
。

十
月
四
日　

火
曜　
曇
后
雨　

小
田
原
滞
在

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
十
時
二
十
分
よ
り
宮
内
省
自
動
車
に
て
宮
ノ
下
に
行
き
、
皇
太
子
殿
下
の
御
機
嫌
伺

に
参
殿
す
。
御
会
食
あ
り
。
后
、
伊
国
御
滞
在
中
の
活
動
写
真
を
拝
見
す
。
午
后
二
時
退

出
、
三
時
稍
前
帰
る
。

十
月
五
日　

水
曜　
晴　

曇　

小
雨　

小
田
原
滞
在

起
床
、
朝
食
同
し
。

今
日
は
東
京
赤
坂
離
宮
に
て
東
宮
殿
下
軍
艦
内
の
活
動
写
真
あ
り
し
も
、
子
供
学
校
の
都

合
に
て
行
か
ず
。

十
月
六
日　

木
曜　
曇　

小
雨　

小
田
原
よ
り
帰
京

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
に
川
添
輜
重
兵
中
佐
来
り
面
会
す
。

午
后
四
時
五
十
五
分
小
田
原
発
に
て
両
人
帰
京
す
。

十
月
七
日　

金
曜　
曇

起
床
、
朝
食
同
し
。

正
午
宮
中
に
於
て
児＊
島
中
将
（
元
サ
ガ
レ
ン
州
軍
司
令
官
）
其
他
へ
午
餐
下
賜
に
付
き
出

席
す
。

本
日
宮
内
省
に
大
異
動
あ
り
た
り
。

＊
児
島
惣
次
郎

十
月
八
日　

土
曜　
雨
終
日

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
后
二
時
よ
り
芝
離
宮
に
於
て
、
皇
太
子
殿
下
御
外
遊
に
付
き
山
本
海
軍
大
佐
の
講
話
あ

り
（
伏
見
宮
催
）。
余
、
春
仁
、
寛
子
、
華
子
行
く
。
智
恵
子
は
不
参
す
。
春
仁
は
午
后

五
時
過
き
汽
車
に
て
小
田
原
へ
行
く
。

十
月
九
日　

日
曜　
雨
終
日

起
床
、
朝
食
同
し
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

春
仁
午
后
八
時
半
頃
小
田
原
よ
り
帰
る
。

福
田
佐
賀
よ
り
帰
る
。

十
月
十
日　

月
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

小田原別邸浩養閣前の載仁親王
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十
月
十
一
日　

火
曜　
曇
の
晴

起
床
五
時
半
、
朝
食
六
時
半
。

正
午
宮
中
に
於
て
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
に
行
く
加
藤
海
軍
大
臣
と
公
爵
徳
川
家
達
及
其
他
へ

午
餐
下
賜
に
出
席
す
。

午
后
六
時
よ
り
華
族
会
館
に
於
て
、
余
始
め
供
奉
員
の
為
め
晩
餐
会
あ
り
、
出
席
す
。

十
月
十
二
日　
曇　

高
崎
行

午
前
四
時
半
起
床
、
同
五
時
四
十
五
分
朝
食
。

午
前
七
時
二
十
分
上
野
発
に
て
特
別
騎
兵
演
習
実
視
の
為
め
高
崎
に
下
車
し
、
自
動
車
に

て
前
橋
入
口
の
橋
梁
附
近
に
行
き
、
北
軍
の
退
却
を
見
る
。

再
ひ
自
動
車
に
て
高
崎
貯
水
池
な
る
高
地
に
行
く
。
時
に
午
后
四
時
過
な
り
。
夫
れ
よ
り

宿
に
帰
る
。
小
沢
と
申
し
、
師
団
長
の
と
き
泊
り
た
る
家
な
り
。

昨
年
春
仁
妙
義
山
に
上
り
た
る
と
き
泊
り
た
る
旅
館
の
主
人
（
養
気
館
菱
屋
伝
平
）
来
り
、

真
綿
と
羊
羹
を
貰
ふ
。

十
月
十
三
日　

木
曜　
小
雨
后
曇　

高
崎
午
后
出
発
帰
京
す

午
前
三
時
起
床
、
四
時
朝
食
。

午
前
四
時
四
十
五
分
よ
り
自
動
車
に
て
高
崎
の
貯
水
池
に
行
き
、
其
附
近
に
て
演
習
を
見

る
。
小
雨
始
ま
り
、
午
前
八
時
演
習
を
終
り
、
歩
兵
第
十
五
聯
隊
集
会
場
に
行
き
、
閲
兵

の
始
ま
る
を
待
つ
。
午
前
十
一
時
稍
前
に
閲
兵
を
終
り
、
十
二
時
過
き
よ
り
講
評
あ
り
。

午
后
一
時
四
十
分
よ
り
公
会
堂
に
於
て
宴
会
あ
り
、
出
席
す
。
余
は
午
后
二
時
八
分
発
に

て
帰
京
す
。

十
月
十
四
日　

金
曜　
晴
時
々
曇

起
床
、
朝
食
同
時
刻
な
り
。

午
前
十
時
よ
り
鉄
道
五
十
年
紀
念
祝
賀
会
に
皇
太
子
御
名
代
と
し
て
臨
御
あ
り
。
余
も
出

席
す
。

十
月
十
五
日　

土
曜　
快
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
十
時
よ
り
三
十
分
を
き
に
露
大
使
（
出
発
）、
白
国
大
使
、
米
国
大
使
に
面
会
す
。

答
問
に
行
く
。

午
后
一
時
十
五
分
よ
り
戸
山
学
校
に
行
き
、
新
兵
器
を
見
る
。
山
県
元
帥
、
長＊１
谷
川
、
川＊２

村
元
帥
も
来
れ
り
。

午
后
六
時
、
地
学
協
会
の
晩
餐
会
に
出
席
す
。

本
日
の
官
報
に
て
春
仁
の
近
衛
騎
兵
聯
隊
附
の
発
表
あ
り
た
り
。

＊
１
長
谷
川
好
道　

＊
２
川
村
景
明

十
月
十
六
日　

日
曜　
快
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
七
時
五
十
分
よ
り
、
春
仁
、
寛
子
、
華
子
と
共
に
鉄
道
展
覧
会
を
見
に
行
く
。
二
時

間
か
か
る
。

正
午
に
三
条
治
子
様
始
め
親
族
を
招
き
、
食
事
を
為
す
（
帰
朝
の
為
め
）。
食
后
東
宮
御

所
の
活
動
写
真
器
を
拝
借
し
て
、
東
宮
御
渡
欧
中
の
写
真
を
見
る
。

春
仁
夕
刻
よ
り
小
田
原
へ
行
く
。

十
月
十
七
日　

月
曜　
快
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
、
賢
所
に
行
く
前
に
写
真
師（
ア
キ
マ
マ
）
を
呼
ひ
、
余
は
写
真
を
正
装
に
て
写
す
。
華

子
も
同
し
。

午
前
九
時
半
よ
り
賢
所
に
行
く
。

寛
子
、
華
子
、
豊
島
岡
へ
参
拝
に
行
く
。
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午
后
は
庭
内
運
動
を
為
す
。

石＊１
井
大
使
よ
り
自
動
車
カ＊２
タ
ロ
ー
グ
ュ
を
一
昨
日
（
十
五
日
）
送
り
出
せ
り
と
云
ふ
電
報
、

今
朝
来
る
。

＊
１
石
井
菊
次
郎
（
駐
仏
大
使
）　

＊
２catalogue

（
仏
）

十
月
十
八
日　

火
曜　
快
晴

起
床
、
朝
食
常
の
如
し
。

午
前
十
時
に
独
新
任
の
大
使
に
余
の
み
面
会
す
。

同
十
時
半
よ
り
独
大
使
館
に
答
問
に
行
き
、
夫
れ
よ
り
十
一
時
に
施
行
す
る
上
野
に
於
け

る
上＊１
棟
式
に
行
く
。
式
后
美
術
院
別
館
に
於
て
各
大
臣
、
各
大
公
使
等
と
食
事
を
為
し
、

午
后
二
時
頃
帰
る
。

午
后
二
時
半
過
き
よ
り
、
服＊２
部
騎
兵
大
佐
よ
り
特
殊
演
習
並
に
特
別
大
演
習
の
計
画
を
聞

く
。

大
島
騎
兵
監
、
午
前
九
時
頃
に
来
り
面
会
す
。

＊
１
平
和
博
覧
会
の
上
棟
式
（
親
王
は
同
博
覧
会
の
総
裁
）　

＊
２
服
部
真
彦
（
参
謀
本
部
演
習
課
長
）

十
月
十
九
日　

水
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
時
刻
な
り
。

午
前
十
時
よ
り
智
利
公
使
、
同
半
に
伯
剌
西
爾
公
使
、
同
十
一
時
チ
エ
ッ
ク
・
ス
ロ
バ
ッ

ク
公
使
、
十
一
時
半
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
、
十
一
時
四
十
五
分
メ
キ
シ
コ
公
使
に
面
会
す
。

午
后
二
時
、
東
宮
御
所
に
参
殿
し
て
特
別
騎
兵
演
習
の
経
過
を
申
上
る
。

十
月
二
十
日　

木
曜　
晴　

午
后
よ
り
曇　

小
雨
あ
り　

夕
刻
よ
り
雨
大
に
降
る

起
床
、
朝
食
同
刻
な
り
。

午
前
七
時
四
十
分
よ
り
、
御
茶
ノ
水
博
物
館
内
に
於
け
る
印
刷
文
化
展
覧
会
へ
余
、
寛
子
、

華
子
と
行
く
。
北
白
川
宮
二
姫
宮
と
来
り
、
共
に
見
る
。
東
宮
殿
下
御
渡
欧
中
の
各
所
よ

り
の
上
け
た
る
書
類
も
あ
り
。
十
時
稍
前
に
帰
る
。

小＊

坂
近
衛
騎
兵
聯
隊
長
来
り
、
春
仁
と
共
に
面
会
。

午
后
六
時
黒
田
家
の
招
に
よ
り
両
人
行
く
。
晩
餐
后
、
筑
前
琵
琶
演
奏
者
原
野
富
次
郎
、

名
馬
漣
（
小
倉
師
団
の
将
校
愛
馬
訣
別
）、
川
中
島
。
講
談
大
嶋
伯
鶴
、
堀
部
安
兵
衛

（
二
席
物
）。
午
后
十
時
頃
帰
る
。

＊
小
坂
平

十
月
二
十
一
日　

金
曜　
雨

起
床
、
朝
食
同
し
。

特
記
す
べ
き
こ
と
な
し
。

十
月
二
十
二
日　

土
曜　
曇　

夕
刻
よ
り
小
雨

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
に
宮
内
大
臣
来
り
面
会
す
。
陛
下
の
御
幼
少
の
と
き
よ
り
の
御
容
体
書
を
持
ち
来
る
。

午
后
五
時
よ
り
華
族
会
館
に
於
て
日
仏
協
会
総
会
、
六
時
よ
り
余
の
帰
朝
の
為
め
晩
餐
会

あ
り
出
席
す
。

十
月
二
十
三
日　

日
曜　
曇　

小
田
原
行

午
前
四
時
半
起
床
、
朝
食
は
汽
車
中
。

午
前
七
時
十
分
発
に
て
小
田
原
へ
両
人
、
寛
子
、
華
子
行
く
。

春
仁
、
寛
子
、
華
子
は
午
后
四
時
五
十
五
分
小
田
原
発
に
て
帰
京
す
。

十
月
二
十
四
日　

月
曜　
曇　

午
后
よ
り
小
雨　

小
田
原
滞
在

午
前
六
時
起
床
、
七
時
半
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

十
月
二
十
五
日　

火
曜　
晴　

午
后
よ
り
曇　

小
田
原
滞
在

起
床
、
朝
食
同
し
。
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特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

十
月
二
十
六
日　

水
曜　
終
日
雨　

但
し
時
々
止
む　

小
田
原
よ
り
帰
京

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
后
四
時
五
十
五
分
発
に
て
両
人
帰
京
す
。

十
月
二
十
七
日　

木
曜　
晴

起
床
五
時
半
、
朝
食
六
時
半
。

午
前
十
時
半
よ
り
伏
見
宮
邸
に
行
き
、
陛
下
の
件
。

午
后
二
時
三
十
分
に
日
本
赤
十
字
社
病
院
三
十
五
年
記
念
式
の
為
め
、
両
人
に
て
同
病
院

へ
行
く
。

安
藤
家
に
て
今
朝
男
子
生
る
。

十
月
二
十
八
日　

金
曜　
晴
稍
曇

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
后
五
時
に
大
崎
の
三
条
治
子
様
へ
招
か
れ
、
両
人
、
松
井
マ
ス
、
吉
田
栄
子
と
行
く
。

九
時
過
ぎ
帰
る
。

十
月
二
十
九
日　

土
曜　
晴

午
前
五
時
半
起
床
、
同
六
時
半
朝
食
。

午
前
十
一
時
五
十
分
東
京
発
に
て
、
横
浜
根
岸
の
競
馬
場
へ
御
沙
汰
に
よ
り
出
席
す
。
午

后
三
時
過
き
の
汽
車
に
て
帰
京
す
。

午
后
七
時
過
き
よ
り
雷
鳴
始
ま
り
、
八
時
過
き
雨
大
に
降
り
、
雷
鳴
強
し
。
九
時
頃
止
む
。

十
月
三
十
日　

日
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
時
刻
な
り
。

終
日
内
に
あ
り
。
午
前
に
蜂＊１
須
賀
侯
来
り
、
来
る
四
日
午
后
七
時
日
本
俱
楽
部
に
於
て
剣＊２

橋
、
牛
津
大
学
出
身
者
よ
り
東
宮
殿
下
を
御
招
き
申
上
け
る
に
付
き
、
余
に
も
出
席
を
申

来
れ
り
。

午
前
十
一
時
過
き
よ
り
、
黒
田
茂
子
、
小
供
二
人
、
安
藤
家
の
女
子
供
一
人
を
呼
ひ
、
午

餐
す
。
夕
刻
帰
る
。

安
藤
家
の
生
れ
た
る
男
子
を
信ノ
ブ
テ
ル暉

と
名
を
つ
け
る
。

＊
１
蜂
須
賀
正
韶　

＊
２
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
両
大
学

十
月
三
十
一
日　

月
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
時
刻
な
り
。

代
々
木
練
兵
場
に
於
て
観＊
兵
式
あ
り
、
皇
太
子
御
出
席
。
御
名
代
と
し
て
あ
り
。
午
前
八

時
宮
城
御
出
門
、
同
九
時
稍
前
よ
り
始
ま
り
、
十
時
に
終
る
。
余
も
出
席
す
。
乗
馬
は
大

礼
号
に
始
め
て
乗
る
。
一
度
家
に
帰
り
、
再
ひ
十
一
時
半
よ
り
宮
中
の
午
餐
に
出
席
し
て
、

午
后
一
時
稍
前
に
帰
る
。

＊
天
長
節
観
兵
式

十
一
月
一
日　

火
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
な
り
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

夕
刻
八
時
頃
雷
鳴
あ
り
、
雨
降
る
。

十
一
月
二
日　

水
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
に
松
川
大
将
を
呼
ひ
春
仁
の
近
衛
騎
兵
聯
附
に
（
マ
マ
）件
を
話
し
、
文
教
訓
化
篇
と
風
尚
民

俗
篇
を
大
将
に
を
く
る
。

午
后
近
衛
騎
兵
聯
隊
第
一
中
隊
長
佐＊１
竹
大
尉
と
名＊２
波
中
尉
来
り
、
見
会
す
。

午
后
五
時
三
十
分
鳥
居
坂
三
条
家
へ
余
の
み
晩
餐
に
行
く
。
智
惠
子
は
断
り
、
治
子
様
も
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腹
痛
と
て
断
り
た
り
。

英
皇
太
子
の
為
め
西＊３
園
寺
、
渡＊４
辺
以
下
四
名
小
田
原
別
邸
に
行
く
。

秋＊５
元
鉄
道
大
臣
秘
書
官
、
伊＊６
東
事
務
官
、
菊＊７
地
内
匠
寮
技
師
、
三＊８
浦
内
匠
寮
技
手
。

＊
１
佐
竹
僴
一
郎　

＊
２
名
波
敏
郎　

＊
３
西
園
寺
八
郎
（
式
部
次
長
）　

＊
４
渡
辺
直
建
（
式
部
官
）　

＊

５
秋
元
春
朝　

＊
６
伊
東
太
郎
（
宮
内
事
務
官
）　

＊
７
菊
地
白　

＊
８
三
浦
二
郎

十
一
月
三
日　

木
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

今
日
は
明
治
神
宮
一
周
年
祭
に
付
き
、
午
后
二
時
同
神
宮
へ
参
拝
す
。

十
一
月
四
日　

金
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
五
時
、
六
時
な
り
。

女
子
学
習
院
高
尾
山
へ
遠
足
の
為
め
午
前
七
時
半
新
宿
発
、
午
后
五
時
過
き
帰
る
。
両
人

行
。

午
后
七
時
東
京
倶
楽
部
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
、
ヲ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ド
出
身
者
よ
り
皇
太
子
を
晩

餐
に
御
招
き
申
す
。
余
も
出
席
す
。
午
后
九
時
過
き
帰
る
。

午
后
九
時
半
過
き
に
宮
内
省
よ
り
電
話
に
て
、
今
夕
東
京
駅
に
て
兇
漢
の
為
め
原＊１
総
理
胸

部
を
つ
か
れ
重
態
と
申
す
こ
と
。
豊＊２
島
を
同
邸
に
見
舞
と
し
て
出
せ
り
。

＊
１
こ
の
日
午
後
七
時
二
十
五
分
頃
、
原
敬
首
相
は
東
京
駅
に
お
い
て
十
九
歳
の
少
年
、
中
岡
艮
一
に
よ
り

刺
殺
さ
れ
た　

＊
２
豊
島
鉄
太
郎
（
閑
院
宮
職
員
）

十
一
月
五
日　

土
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

午
前
九
時
よ
り
原
総
理
邸
に
行
き
吊
問
す
。

帰
途
参
内
し
て
両
陛
下
の
御
機
嫌
伺
を
為
す
。

午
后
一
時
東
京
駅
発
に
て
余
は
寛
子
、
華
子
と
小
田
原
へ
行
く
。
智
恵
子
は
神
経
痛
の
為

め
東
京
に
残
る
。

春
仁
は
今
朝
よ
り
二
宮
、
秦
野
方
面
へ
行
く
。
夕
刻
小
田
原
に
帰
る
。

原
総
理
薨
去
の
発
表
今
朝
あ
り
た
り
。

余
及
寛
、
華
は
浩
養
閣
の
一
室
に
寝
る
。

十
一
月
六
日　

日
曜　
晴　

小
田
原
滞
在

起
床
六
時
、
朝
食
七
時
半
。

春
仁
、
寛
子
、
華
子
、
午
后
四
時
五
十
五
分
発
に
て
帰
京
す
。

十
一
月
七
日　

月
曜　
晴　

小
田
原
滞
在

起
床
六
時
、
朝
食
七
時
半
。

清＊
棲
伯
午
前
十
一
時
半
頃
来
り
午
餐
を
共
に
す
。
午
后
三
時
三
十
五
分
小
田
原
発
に
て
東

京
に
帰
る
。

＊
清
棲
家
教
（
載
仁
親
王
の
兄
）

十
一
月
八
日　

火
曜　
晴
但
夜
中
よ
り
西
南
風
始
ま
り
稍
強　

小
田
原
よ
り
帰
京

起
床
六
時
、
朝
食
七
時
半
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

午
后
四
時
五
十
五
分
発
に
て
帰
京
す
。

東
京
も
風
大
に
あ
り
と
云
ふ
。

十
一
月
九
日　

水
曜　
晴

起
床
五
時
半
、
朝
食
六
時
半
。

午
前
十
一
時
に
ル
ー
マ
ニ
新
任
公
使
に
面
会
す
。

正
午
霞
ヶ
関
離
宮
に
於
て
北＊
白
川
宮
の
為
め
各
宮
合
同
に
て
送
別
の
宴
を
開
く
。
余
の
み

出
席
す
。
各
宮
合
同
に
て
時
計
と
金
五
千
疋
を
北
白
川
宮
へ
贈
る
。

＊
北
白
川
成
久
王
は
二
十
八
日
欧
洲
に
向
け
出
発
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十
一
月
十
日　

木
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

本
日
は
余
の
誕
生
日
な
れ
と
も
食
事
は
十
二
日
に
。
但
し
赤
飯
の
み
分
配
す
。

女
子
学
習
院
に
て
華
子
の
学
年
の
運
動
会
あ
り
た
り
。

十
一
月
十
一
日　

金
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

午
前
に
山
階
宮
の
家
に
て
故
尉
（
マ
マ
）子＊
殿
下
の
二
十
年
祭
に
付
御
霊
前
祭
に
参
拝
す
。

午
后
三
時
、
東
宮
殿
下
に
拝
謁
に
行
く
。

盛
岡
に
て
故
原
総
理
の
葬
式
あ
り
た
り
。

＊
故
菊
麿
王
妃
範
子
（
明
治
三
十
四
年
十
一
月
一
日
薨
去
）

十
一
月
十
二
日　

土
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
し
。

十
一
月
十
三
日　

日
曜　
晴

起
床
、
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

十
一
月
十
四
日　

月
曜　
晴
、
曇　

御
殿
場
行

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

午
前
八
時
三
十
五
分
東
京
駅
発
に
て
特
種
演
習
見
学
の
為
め
行
く
。
正
午
過
き
御
殿
場
着
。

直
に
自
動
車
に
て
板
妻
廠
舎
に
行
き
東
宮
殿
下
の
御
機
嫌
伺
。
東
宮
殿
下
少
々
御
風
気
な

り
。
乗
馬
に
て
板
妻
南
方
十
四
号
測
点
に
行
き
、
両
軍
の
行
動
を
見
る
も
、
能
く
見
え
ざ

り
し
。

樺＊
山
伯
別
邸
に
一
泊
す
。

＊
樺
山
資
紀

十
一
月
十
五
日　

火
曜　
晴　

御
殿
場
よ
り
帰
京

午
前
四
時
十
五
分
起
床
、
五
時
稍
前
に
朝
食
。

五
時
四
十
分
よ
り
自
動
車
に
て
板
妻
南
方
の
両
軍
の
昨
日
来
の
攻
防
演
習
を
見
に
行
く
。

十
四
号
測
点
に
於
て
午
前
七
時
過
き
よ
り
戦
闘
始
ま
り
て
、
八
時
過
き
終
る
。
一
度
宿
に

帰
り
再
ひ
十
時
半
よ
り
講
評
の
為
め
板
妻
廠
舎
に
行
き
、
正
午
東
宮
殿
下
と
共
に
帰
京
。

直
に
観
菊
会
に
参
列
の
為
め
自
動
車
に
て
行
き
、
五
時
頃
帰
る
。

十
一
月
十
六
日　

水
曜　
晴　

大
演
習
の
為
横
浜
へ
出
張 　

原
富
太
郎
邸
泊

起
床
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

午
后
二
時
五
分
、
東
京
駅
発
に
て
大
本
営
地
な
る
横
浜
に
行
く
。
原
富
太
郎
邸
に
泊
る
。

皇
太
子
殿
下
は
午
后
三
時
横
浜
御
着
に
付
き
、
同
駅
に
て
御
向
（
マ
マ
）ひ
申
上
げ
大
本
営
に
御
機

嫌
伺
に
行
く
。

十
一
月
十
七
日　

木
曜　
晴　

第
一
日

起
床
六
時
、
朝
食
六
時
半
。

午
前
八
時
よ
り
原
邸
の
有
名
な
る
庭＊
園
を
見
る
。

午
前
九
時
旅
館
出
発
、
同
九
時
三
十
分
横
浜
駅
発
に
て
日
野
駅
着
。
日
野
御
野
立
場
に
行

く
。
統
監
部
列
車
な
り
。
演
習
第
一
日
な
り
。
西
軍
第
十
四
師
団
対
近
衛
、
第
一
両
師
団
、

又
酒
匂
川
方
面
西
軍
第
三
、
第
十
三
と
東
軍
騎
兵
第
一
集
団
。
午
后
三
時
過
き
自
動
車
に

て
八
王
子
に
行
き
午
后
四
時
二
十
分
宮
廷
列
車
に
て
午
后
五
時
四
十
分
着
、
六
時
過
帰
る
。

＊
三
溪
園

十
一
月
十
八
日　

金
曜　
晴　

南
西
の
風
強　

第
二
日

午
前
四
時
起
床
、
四
時
半
朝
食
。

午
前
五
時
三
十
分
自
動
車
に
て
藤
沢
南
方
汐
留
海
岸
に
行
き
、
西
軍
上
陸
部
隊
の
動
作
を

見
る
予
定
な
り
し
も
、
今
朝
来
風
波
大
に
あ
り
上
陸
軍
困
難
な
り
し
為
め
中
止
と
な
る
。
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遠
く
艦
隊
を
見
る
の
み
。
一
時
間
の
自
動
車
、
午
前
八
時
十
五
分
汐
留
発
に
て
下
糟
屋
御

野
立
場
着
。
九
時
三
十
分
頃
な
り
。
風
大
に
あ
り
、
為
め
に
社
殿
内
に
入
る
。
西
軍
第
三
、

第
十
三
師
と
東
軍
近
衛
、
第
一
両
師
団
の
戦
闘
を
見
る
。
午
后
二
時
半
過
き
同
所
発
、
午

后
五
時
過
き
帰
る
。
約
二
時
間
自
動
車
。

十
一
月
十
九
日　

土
曜　
晴　

第
三
日

起
床
五
時
半
、
六
時
半
朝
食
。

午
前
七
時
半
よ
り
自
動
車
に
て
長
津
田
に
行
き
、
両
軍
の
後
衛
戦
と
追
撃
戦
を
見
る
。

午
前
十
時
三
十
分
頃
よ
り
自
動
車
に
て
、
川
和
を
経
て
東
海
道
に
出
て
、
玉
川
の
右
岸
を

通
過
し
て
玉
川
御
野
立
場
な
る
田＊
総
督
の
邸
に
午
后
零
時
三
十
分
頃
着
す
。
午
后
二
時
よ

り
自
動
車
に
て
代
々
木
練
兵
場
に
行
き
、
飛
行
器
其
他
の
兵
器
を
見
て
午
后
四
時
頃
帰
る
。

＊
田
健
治
郞
（
台
湾
総
督
）

十
一
月
二
十
日　

日
曜　
晴　

第
四
日

午
前
四
時
起
床
、
同
四
時
半
朝
食
。

午
前
五
時
半
よ
り
自
動
車
に
て
田
邸
に
行
き
、
最
后
の
決
戦
を
見
る
。
午
前
七
時
よ
り
始

ま
り
八
時
半
終
る
。
戦
線
巡
視
、
皇
太
子
の
御
供
し
て
約
一
時
間
半
。
深
沢
園
芸
学
校
御

講
評
場
に
行
き
、
午
后
二
時
半
講
評
及
令
旨
あ
り
。
午
后
四
時
過
き
帰
る
。

大
演
習
終
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

月
曜　
曇
天　

午
后
二
時
頃
よ
り
雨
と
な
る

起
床
五
時
半
、
朝
食
六
時
半
。

大
演
習
の
為
め
観
兵
式
、
代
々
木
練
兵
場
。
午
前
九
時
三
十
分
、
皇
太
子
御
着
。
同
五
十

分
よ
り
閲
兵
始
ま
り
正
午
に
終
る
。
今
回
は
五
個
師
団
と
騎
兵
第
一
、
第
二
旅
団
、
野
砲

第
一
旅
団
、
重
砲
二
聯
隊
、
独
立
重
砲
二
大
隊
等
に
て
約
五
万
人
と
云
ふ
。
午
后
二
時
半

よ
り
新
宿
御
苑
に
て
賜＊
１
餐
に
列
席
す
。
其
頃
よ
り
雨
と
な
る
。
招
さ
れ
た
る
者
約
七
千
名

と
云
ふ
。
午
后
七
時
に
香
港
の
軍
司
令
官
パ
ト
リ
ッ
ク
中
将
、
其
副
官
、
大
使
附
武
官
等

を
晩
餐
に
呼
ひ
た
り
。
日
本
武
官
は
秋＊
２
山
大
将
以
下
約
七
名
な
り
。

宮
内
大
臣
、
午
后
来
り
面
会
す
。

賜
餐
場
よ
り
伏
見
宮
邸
に
各
皇
族
集
り
、
来
る
廿
五
日
の
会
議
の
件
に
付
き
申
合
を
為
す
。

＊
１
観
菊
会　

＊
２
秋
山
好
古
（
陸
軍
大
将
）

十
一
月
二
十
二
日　

火
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

午
前
十
時
参
内
、
両
陛
下
に
拝
謁
す
。
陛
下
よ
り
ベ
コ
ニ
ヤ
一
鉢
を
拝
領
す
。

午
后
三
時
に
東
宮
御
所
に
参
殿
し
て
拝
謁
す
。

夕
刻
田
内
別
当
よ
り
来
る
廿
五
日
の
皇
族
会
議
の
書
類
を
受
取
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

水
曜　
晴　

寒
気
強
く
な
る

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

新
嘗
祭
に
付
き
午
后
五
時
三
十
五
分
よ
り
賢
所
に
行
き
、
二
十
四
日
午
前
零
時
三
十
分
頃

帰
る
。

十
一
月
二
十
四
日　

木
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

午
前
十
時
過
き
参
内
。
伏
見
宮
と
共
に
陛
下
に
拝
謁
し
て
、
皇
太
子
の
摂
政
に
付
き
奏
問

せ
り
。

午
后
五
時
半
よ
り
北
白
川
宮
の
御
招
に
よ
り
余
の
み
行
き
、
八
時
過
き
帰
る
。

十
一
月
二
十
五
日　

金
曜　
晴　

皇
太
子
殿
下
摂
政

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

午
前
十
時
二
十
分
よ
り
参
内
、
皇＊
族
会
議
に
参
列
す
。
約
二
十
分
間
に
て
午
前
十
一
時
よ

り
開
始
し
て
終
る
。
正
午
東
宮
御
始
め
皇
族
一
同
午
餐
あ
り
。
午
后
一
時
よ
り
開
始
の
枢
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密
院
会
議
を
待
ち
、
午
后
二
時
摂
政
皇
太
子
に
拝
謁
し
、
侍
従
長
並
に
皇
后
大
夫
に
天
機

伺
、
御
機
嫌
伺
を
申
し
て
帰
る
。

午
后
二
時
半
詔
勅
出
る
。

＊
議
題
は
「
皇
室
典
範
第
十
九
条
第
二
項
適
用
方
ノ
件
」、
す
な
わ
ち
摂
政
設
置
に
関
す
る
件

十
一
月
二
十
六
日　

土
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

午
前
九
時
半
よ
り
賢
所
。
摂
政
奉
告
祭
に
参
列
す
。

午
后
一
時
半
宮
中
に
於
て
摂
政
殿
下
に
拝
謁
あ
り
。

午
后
三
時
福＊
田
中
将
を
呼
ひ
、
台
湾
の
情
況
を
聞
く
。

＊
福
田
雅
太
郎
（
台
湾
軍
司
令
官
・
陸
軍
中
将
）

十
一
月
二
十
七
日　

日
曜　
晴　

小
田
原
行

午
前
五
時
起
床
、
六
時
朝
食
。

午
前
七
時
十
分
発
に
て
余
は
小
田
原
へ
行
く
。

午
后
四
時
五
十
五
分
小
田
原
発
に
て
帰
京
。

十
一
月
二
十
八
日　

月
曜　
晴
稍
曇

起
床
、
朝
食
、
五
時
半
と
六
時
半
な
り
。

陸
軍
大
学
校
卒
業
式
に
行
き
摂
政
殿
下
行
啓
あ
り
。
余
も
参
列
す
。
正
午
参
謀
本
部
に
て

午
餐
あ
り
、
出
席
す
。

午
后
五
時
半
、
北
白
川
宮
欧
州
へ
出
発
に
付
き
東
京
駅
へ
送
り
行
く
。

十
一
月
二
十
九
日　

火
曜
﹇
記
事
な
し
﹈

十
一
月
三
十
日　

水
曜
﹇
記
事
な
し
﹈

十
二
月
一
日　

木
曜　
晴　

名
古
屋
へ
出
発
す

午
前
九
時
半
の
特
急
に
て
出
発
。
将
官
演
習
旅
行
実
視
の
為
め
午
后
四
時
四
十
一
分
名
古

屋
着
。
富
田
重
助
方
に
泊
る
。

梨
本
宮
も
同
列
車
に
て
出
発
す
。

春
仁
は
本
日
午
前
九
時
に
近
衛
騎
兵
聯
隊
へ
入
隊
に
付
き
、
自
動
車
に
て
松
井
、
桜
井
大

尉
供
す
。

本
日
書
面
を
以
て
仏
大
使
（
石
井
）
に
あ
て
自
動
車
を
巴
里
の
デ
ビ
ス
会
社
に
注
文
す

（
米
国
便
）。
一
月
十
日
頃
着
の
予
定
な
ら
ん
。

三
月
末
日
に
は
東
京
に
着
と
思
ふ
。

十
二
月
二
日　

金
曜　
晴　

西
風
強
し　

滞
在

終
日
講
堂
に
て
。
午
后
三
時
過
き
帰
る
。

余
は
昨
日
来
少
々
風
気
。

十
二
月
三
日　

土
曜　
晴　

風
な
し　

滞
在

午
前
中
は
前
日
の
如
く
講
堂
。

午
后
は
陸
軍
飛
行
機
製
造
場
並
に
三
菱
の
海
軍
飛
行
機
製
作
場
を
見
に
行
く
。

十
二
月
四
日　

日
曜　
晴　

風
な
し　

滞
在

午
前
よ
り
小
牧
山
に
行
き
、
終
日
山
上
に
て
現
地
に
付
き
演
習
あ
り
。
午
后
三
時
過
き
下

山
、
手
植
を
為
し
、
午
后
四
時
半
過
き
帰
る
。

春
仁
は
第
一
回
日
曜
に
付
き
、
内
に
帰
り
た
り
と
云
ふ
。

物
産
陳
列
館
を
見
る
。

十
二
月
五
日　

月
曜　
晴　

西
風
強
く
小
雪
を
飛
ば
す　

名
古
屋
出
発
、
大
垣
着

午
前
九
時
過
き
名
古
屋
出
発
、
大
垣
着
。
郡
役
所
に
て
講
堂
。
戸＊
田
伯
邸
に
帰
り
午
食
。

午
后
赤
坂
附
近
の
地
形
偵
察
に
行
き
、
再
ひ
講
堂
に
帰
り
、
午
后
五
時
過
き
戸
田
伯
邸
に

着
し
た
り
。
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当
地
は
名
古
屋
よ
り
稍
寒
気
強
し
。

＊
旧
大
垣
藩
主
家

十
二
月
六
日　

火
曜　
晴
稍
雲　

滞
在

午
前
養
老
滝
見
物
。

午
后
大
垣
西
南
方
の
現
地
に
行
き
、
再
ひ
講
堂
。
五
時
過
き
帰
る
。

佐
竹
中
隊
長
よ
り
福
田
へ
手
紙
に
て
、
春
仁
の
近
況
を
通
報
し
来
る
。

風
気
よ
ろ
し
き
も
、
今
午
后
よ
り
稍
腹
痛
。

十
二
月
七
日　

水
曜　
晴

午
前
講
堂
。
其
間
一
時
間
半
ひ
ま
あ
り
て
伯
爵
の
下
や
し
き
に
行
き
、
お
し
ど
り
を
と
り

し
も
不
猟
な
り
し
。

午
后
も
講
堂
あ
り
。
帰
途
公
園
に
行
き
松
を
手
植
す
。

夕
食
は
梨
本
宮
及
小＊
原
男
京
都
よ
り
帰
京
の
途
大
垣
に
下
車
し
、
共
に
食
事
を
為
す
。

今
朝
庭
内
に
て
写
真
を
と
る
。

今
日
も
腹
痛
な
り
。

＊
小
原
駩
吉
（
男
爵
・
内
匠
頭
）

十
二
月
八
日　

木
曜　
晴　

大
垣
出
発
、
名
古
屋
を
経
て
四
日
市
に
転
宿

午
前
八
時
十
二
分
大
垣
出
発
、
名
古
屋
着
九
時
二
十
八
分
。
十
時
十
五
分
名
古
屋
出
発
、

桑
名
着
十
時
五
十
六
分
。
中
学
校
に
て
講
堂
あ
り
。
食
后
現
地
に
行
き
、
午
后
四
時
四
十

二
分
桑
名
発
に
て
、
五
時
十
三
分
四
日
市
着
。
小＊
菅
剣
之
助
邸
に
泊
る
（
将
棊
の
名
人
と

云
ふ
）。

＊
実
業
家
、
衆
議
院
議
員

十
二
月
九
日　

金
曜　
雲　

四
日
市
滞
在　

山
田
に
行
き
両
宮
参
拝

午
前
八
時
十
分
発
に
て
山
田
に
行
き
、
外
宮
参
拝
。
夫
れ
よ
り
内
宮
参
拝
す
。
二
見
に
行

き
二
見
の
岩
を
見
物
し
て
、
二
見
館
に
て
午
餐
を
為
し
、
午
后
一
時
二
十
分
発
に
て
四
日

市
に
帰
る
。

十
二
月
十
日　

土
曜　
雨　

午
后
雨
止
む　

滞
在

雨
の
為
め
現
地
に
行
く
を
中
止
と
な
り
講
堂
終
日
。
此
日
上
原
参
謀
総
長
昨
夕
着
に
付
き
、

今
朝
出
発
前
に
来
り
面
会
す
。

十
二
月
十
一
日　

日
曜　
晴　

四
日
市
出
発
、
帰
京

午
前
九
時
よ
り
総
評
あ
り
。
十
時
半
出
発
に
て
名
古
屋
よ
り
特
急
に
乗
り
帰
京
す
。

静
岡
着
の
と
き
午
后
三
時
二
十
五
分
。
摂
政
殿
下
同
時
刻
御
着
に
付
き
下
車
し
て
敬
礼
す
。

午
后
七
時
二
十
分
東
京
着
、
帰
京
す
。

十
二
月
十
二
日　

月
曜　
晴

六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

年
末
賞
与
と
し
て
金
六
百
五
十
円
を
陸
軍
省
よ
り
支
給
せ
ら
る
。

光
格
天
皇
御
例
祭
な
る
も
不
参
せ
り
。

春仁王（入隊当時）
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十
二
月
十
三
日　

火
曜　
晴

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
き
も
、
福
田
近
衛
騎
兵
聯
隊
へ
行
き
、
春
仁
の
近
況
を
見
て
来
り
報
告

せ
り
。

十
二
月
十
四
日　

水
曜　
小
雨
后
雲
晴
半
分

午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

十
二
月
十
五
日　

木
曜　
晴

起
床
、
朝
食
は
同
時
刻
な
り
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

十
二
月
十
六
日　

金
曜　
晴
稍
雲

起
床
、
朝
食
同
し
。

太
陽
面
に
十
数
個
の
黒
点
を
見
る
と
新
聞
云
ふ
。

梅＊
津
少
佐
を
呼
ひ
、
独
国
の
近
況
を
聞
く
。

＊
梅
津
美
治
郎
（
陸
軍
歩
兵
少
佐
）

十
二
月
十
七
日　

土
曜　
雲
小
雨
な
り

起
床
、
朝
食
同
時
刻
な
り
。

午
前
十
時
半
に
新
任
の
仏
大
使
ク
ロ
ー
デ
ル
に
面
会
す
。
答
礼
の
為
め
仏
大
使
館
に
行
く
。

午
后
六
時
半
、
華
族
会
館
に
於
て
新
任
仏
大
使
の
為
め
歓
迎
会
（
日
仏
協
会
催
）
あ
り
。

余
も
出
席
す
。
会
員
約
百
名
以
下
集
る
。
大
使
夫
人
も
出
席
せ
り
。
午
后
八
時
半
過
き
帰

る
。

明
日
正
午
に
近
衛
騎
兵
聯
隊
の
将
校
全
部
、
近
衛
師
団
長
、
同
参
謀
長
、
同
高
級
副
官
、

騎
兵
第
一
旅
団
長
、
同
副
官
を
招
く
と
こ
ろ
、
聯
隊
に
春
仁
の
中
隊
に（
ア
キ
マ
マ
）病
一
名
発

生
せ
る
を
以
て
、
同
聯
隊
長
よ
り
断
り
を
申
来
り
た
る
故
、
食
事
を
中
止
せ
り
。

春
仁
、
夕
刻
帰
る
。

十
二
月
十
八
日　

日
曜　
晴

起
床
、
朝
食
同
時
刻
な
り
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

十
二
月
十
九
日　

月
曜　
晴　

小
田
原
行

起
床
、
朝
食
同
し
。

両
陛
下
葉
山
へ
行
幸
啓
に
付
き
、
余
の
み
東
京
駅
に
行
く
。

午
后
一
時
発
に
て
両
人
、
春
仁
小
田
原
へ
行
く
。

十
二
月
二
十
日　

火
曜　
晴　

小
田
原
滞
在

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

十
二
月
二
十
一
日　

水
曜　
晴　

午
后
稍
雲　

小
田
原
滞
在

関＊
海
軍
少
将
来
り
、
英
国
の
雑
紙
を
持
来
る
。

＊
関
重
孝

十
二
月
二
十
二
日　

木
曜　
雲　

小
田
原
滞
在

春
仁
、
午
前
十
時
三
十
五
分
発
に
て
帰
京
の
と
こ
ろ
、
乗
後
れ
た
る
為
め
其
次
の
汽
車
に

て
帰
京
す
。

午
后
五
時
過
に
帰
隊
せ
り
。

十
二
月
二
十
三
日　

金
曜　
雲　

小
田
原
滞
在

特
筆
す
べ
き
件
な
き
も
平＊
田
、
安
江
、
電
気
の
件
に
付
き
来
り
、
夕
刻
帰
る
。

＊
平
田
輝
吉
（
閑
院
宮
職
員
）

十
二
月
二
十
四
日　

土
曜　
晴　

小
田
原
よ
り
帰
京

午
后
二
時
小
田
原
発
に
て
両
人
帰
京
す
。
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本
夕
よ
り
た（
マ
マ
）だ

余
の
付
と
な
る
。

十
二
月
二
十
五
日　

日
曜　
晴

起
床
六
時
、
朝
食
七
時
。

正
午
に
誕
辰
の
祝
の
為
め
食
事
を
為
す
。
三
条
治
子
様
始
め
を
招
き
た
り
。
余
興
に
は
忠

孝
琵
琶
浄
瑠
璃
新
曲
、
渡
辺
省
三
の
旅
順
開
城
（
乃
木
将
軍
ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍
会
見
、
愛

馬
寿
寄
贈
の
二
段
）、
行
宮
桜
（
児
島
高
徳
題
詩
の
段
）、
忠
孝
琵
琶
神
洲
流
原
口
元
吉
の

奉
祝
新
曲
蓬
莱
山
、
新
曲
言
葉
入
橘
中
佐
、
但
敵
塁
占
領
前
段
、
帝
国
万
歳
迄
。

春
仁
は
午
前
十
時
頃
帰
り
て
午
后
四
時
よ
り
帰
隊
す
。

十
二
月
二
十
六
日　

月
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

本
日
は
帝
国
議
会
開
院
式
に
摂
政
殿
下
行
啓
あ
り
。
勅
語
代
読
。
余
も
参
列
す
。
先
着
な

り
。
午
前
十
一
時
過
き
式
あ
り
た
り
。

十
二
月
二
十
七
日　

火
曜　
晴　

寒
気
強
し　

零
五
、
六
度

起
床
、
朝
食
同
し
。

寛
子
、
華
子
、
午
前
九
時
四
十
五
分
発
に
て
小
田
原
へ
行
く
。
松
井
の
ふ
さ
子
と
よ
し
子

も
行
く
。

正
午
東
宮
の
御
招
に
よ
り
各
皇
族
午
餐
に
列
す
。

午
后
三
時
半
、
金＊
谷
少
将
を
呼
ぶ
。
来
月
始
め
欧
州
へ
出
張
す
る
な
り
。

＊
金
谷
範
三

十
二
月
二
十
八
日　

水
曜　
晴
稍
雲

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
。

特
筆
す
べ
き
件
な
し
。

十
二
月
二
十
九
日　

木
曜　
小
雨　

午
前
十
一
時
頃
よ
り
は
れ
る

起
床
、
朝
食
同
し
。

本
日
よ
り
聯
隊
は
休
日
に
付
き
、
春
仁
午
前
十
時
半
帰
る
。
午
后
四
時
再
ひ
聯
隊
へ
帰
る
。

葉
山
両
陛
下
へ
歳
末
の
為
め
電
報
を
出
す
。

十
二
月
三
十
日　

金
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

午
前
九
時
五
十
分
よ
り
摂
政
殿
下
に
歳
末
の
為
め
霞
ヶ
関
御
所
に
行
き
、
皇
子
御
殿
に
も

行
き
た
り
。

春
仁
、
午
前
十
時
過
き
聯
隊
よ
り
帰
り
、
午
后
四
時
よ
り
聯
隊
に
帰
る
。

寛
子
、
華
子
小
田
原
よ
り
午
后
四
時
三
十
一
分
東
京
駅
着
に
て
帰
京
す
。

十
二
月
三
十
一
日　

土
曜　
晴

起
床
、
朝
食
、
同
時
刻
な
り
。

春
仁
、
昨
日
と
同
時
刻
に
聯
隊
よ
り
帰
り
、
夕
食
后
八
時
よ
り
聯
隊
に
帰
る
。

本
年
も
無
事
に
終
る
。


